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荒 木  勝   

以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴォヤ版、へイルスペルスキ版  

を検討したカロル・マレチンスキK．Maleczynskiの校訂本を用いた（Galli  

Anonymi Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum 
［Monumen由 n）loniae Historica，Nova series，TomusII，Cracoviae  

1952］）。   

注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Blelowski）、マナレンスキ、プレジア  

（M．Plezia）、グロチノキ（R，Grodecki）、ブイノッホ（J．Bujnoch）、シラ  

フトフスキ・ケプケ（I．Szlachtowski，R．Koepke）に拠った。注釈において  

は、注釈者の見解をそれぞれに  

Bielowski→［Bi］、Plezia・［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、   

Maleczynski→［M］、Ⅰ．Szlachtowski，R．Koepke→［S］  

と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  

参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえたプレジアによるポーランド語訳A〃0〃わ乃  

tzw．GalL KYt）nikaIbゐka，Krak6w1982［BIBLIOTEKA NARODOWA．  

Nr，59ト ブイノッホのドイツ語訳fわJピタ75月7押才子ge，Cα／J〟S A乃0〃ツ∽〝S，  

ChYtmik und7bten der HerzEなe und F7i73ten UOn Polen．Verlag Stria，  

Graz－Wien－K61n1978である。典拠については、聖書は、シュトノトガルト  

版の月払‰S如和ゐ血αⅥ沌画餅l々作わ乃ピア花1969（その翻訳は、とくにこ  

とわー）がない限り、『合同訳聖書」】日本聖書協会、1991年）に拠った。ギリシ  

ャ・ラテンの古典については、刀㍑⊥∂g∂Cんび5ブαJ⊥グム和りに拠った。12～13  

世紀の東欧の年代記類については∴〟βタZZJナ乃g〃由 Cgγ椚α〃由g 肋わγおα．  

Sけ訪わ用∽に拠った。   



1199 ．1／、．▲lJ．ノ石  

ポーランド公1）ボレスワフへの皇帝の手紙  第十三章   

「皇帝なる我、ポーランド公に好意を表し、挨拶を送る。汝の勇気宜知り、  

我が諸公の忠告に同意し、我、二百マルクを汝より受け取らば、平和のうち  

にこの地より立ち去らん。また同時に我等において和平と「友好の絆が結ばれ  

れば、これにて我が名誉は保たれん。しかして、汝もしこれを拒まんとすれ  

ば、クラコフの町にて、すみやかに我を待ちうけることにならん。」  

（13）EPISTOLA CESARISADDUCEMl）  
POLONICUM BOLEZLAUM  

Cesar Bolezlauo duciPolonie gratiam et salutem．Tua probitate  

COmperta，meOrum principum consiliis acquiesco；et CCC marcas  

reclplenS，hincpacificeremeabo．；Hocmihisatissufficitadhonorem，；  

SlpaCem Simulhabuerimus et amorem．；Sin autem hoc tibiplacuerit  

reprobare，；insedecitoCracouiensimepoterisexpectare．‡  

1）［P］年代記作者は、ボレスワフ・クシヴウステイを一度も「1」とは呼んでいない。  

しかしザモイスキ版、センジヴォイ版、へイルスペルスキ版のいずれの写本も「土」  

Rexと書いている。それゆえ、写本での「王」は年代記の作者に依るものではない  

と思われる。  

第十四章   

これに対して、北の公は応えた1）。「皇帝に対して、ポーランド公たる我、  

ボレスワフは確かに和平を結びたく思う。しかし、デナル金貨2）に希望を託し  

てではない。まさしく、行くも帰るも汝等の皇帝の権限に属することである。  

しかし、脅迫か、あるいは一方的な条件によってでは、安価なオボル銭3〉の一  

銭も汝は我がもとに見い州すことはできないだろう。なぜなら、汚名のうち  

九  

2   
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に永く平和にポーランド王国を保持するよりは、今この時、確固たる自由の  

ために、ポーランド王国を失う方がよいからだ。」4）  

（14）RESCRIPTUM AD CESAREM   

Ad hec dux septentrionalisl）remandavit：CesariBolezlauus dux  

Polonorum；pacemquidem，Sednoninspedenariorum2）．：Vestrequidem  

CeSareepOteStatiireconsistitvelredire，；sedapudmetamenprotimore  

Velcondicionenecullumpoterisvi1emobulum3）invenire．；Maloenimad  

horam regnum Polonie salvalibertate perdere，；quam semper pacifice  

cuminfamia retinere4〉；  

1）［訳注］第二巻第三九章の注（3）参照。   

2）［P］■む代ローマの貨幣で、中世においても、その名は流布していた。ここでは、オ  

ボル貨幣との対比においてより高価な貨幣単位を意味している。   
3）［P］ギリシアの小銭。ここでは、－・般に′ト銭の意味で用いられている。   

4）［M］以上の二つの手紙は、グルR身によって作成されたものである。  

第十五章   

この回答を聞いた後、皇帝はヴロツワフの町に近づいたが、そこでは生者  

の代りに死者しか手に入れることができなかった1）。皇帝はクラコフヘ赴く振  

りをして、長い間あちこちと川の周囲を歩き回り、こうすることによってボ  

レスワフに恐怖を与え、彼の心を変えることができるのではないか、と考え  

たが、ボレスワフは全く態度を変えず、以前と同じ返事を使者に与えただけ  

であった。それゆえ皇帝は、そこにこれ以上長く留まれば、名誉や戦果を得  

るよー）も、むしろ損失と恥辱に身を晒すことになると悟り、貢納としては屍  

以外のものは何も運ばずに、帰還することを決意した。   

皇帝は、以前は倣慢に大金を要求し、最後にはわずかな額しか望まなかっ  

たけれども、一デナルの金貨も手に入れることができなかった2）。倣慢な心を  

抱いてポーランドの古き自由を馳の下につなごうとしたが、正義の裁き主は3）、  

3  

八   



．1J∴1り／Åイ   

この企てを虚しきものにされ4）、顧問官シフイエントポウクにおけるあれこれ  

の不義不正を罰したもうた5）。  

1177 

（15）   

Hiis auditis cesar urbem Wratislauiensem adivit，；ubinichilniside  

vivismortuos acquisivitl）；§Cumquediuciusire se Cracow simulando，  

hucillucque circa fluvium circumviaret三et Bolezlauo sic terrorem  

incutere；eiusque animum revocare；cogitaret，；Bolezlausideo nichil  

Omnino diffidebat，；nec aliudlegatis，quam Superius respondebat．；§  

Videns ergo cesar diu stando sibi pocius dampnum et dedecus quam 

honorem velproficuumimminere，；disposui，prO tributo nichilportans，  

nisicadavera，Se redire．；Unde quia prius superbe magnam pecuniam  

requisivit，；adextremumpaucaquerens，neque denarium acquisivit2）；§  

Et quoniam superbelibertatem antiquam Polonie subigere cogitavit，；  

iustusiudex3）illud consilium fatuavit4）letiniuriamin SuatopoIc con－  

siliarium etillam et aliamvindicavit．；5）  

1）［M］この戦闘は、カドゥペックが7山シュポーレPsiePole（「大の軒」）において行  

われたと述べている戦と同一のものであるように思われる。カドゥペックは、この戦  

を詳細に描いているが、ガルにおいてはそれ程重視されていなし、。［訳注］カドゥペ  

ックの年代記の当該箇所は次のようである／’Superestargumentolociapellatio；  

ad quem tanta canum conf】uxerat numerositas，quitanto cadaverum esuin  

quamdam feritatem proruperelymphaticam，ut nullisillo pateret commeatus．  

Ideoquecaninumcampestrelocusi11enuncupatur．”（M．P Ht．2）「この5E拠と  
Lて、場所の名前が今日まで残っている。すなわち、そこに無数の犬が集まり、非常  

に多〈の屍を食べて狂気に陥ったので、誰も敢えてその場所を通ろうとする者がし－な  

かった。そこからこの場所は『大の野』と呼ばれている。」   

2）［M］ガルは、皇帝はいかなる嘉納も受け取らずに帰還Lた、と言明しているが、ユ  

ッケハルトはこれを否定Lている（〃G且S．Ⅳ243）。   

3）［M］Psalm，7－12．“Deusiudex．”折詰編』セー∴二「」卜しく裁く神」。   

4）［p］へイルスペルスキ版のノ写本では、この箇所に破損があり、そこに以下のような  

書き込み（クローマーの千による）がなされている．1「なぜなら、皇帝は大きな辱め  

を負って自分の匝＝二帰ったからである。他方、クシヴウステイというあだ名のボレス  

ワフは皇帝ヘンリクとの間で行った戦の後、ボヘミア人、ポモジャ人、ルテニ7人と  

戦を行い、輝かしい勝利を収めた一）」“quiacesarcumsatiscopiosaconfusionead  

propriaremeavit．IsteBoleslaucongnominatusestKrzijwoustij，quipostbellum，  

・J   

山
一
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quodhabuitcumHenricocesare，POSteaCumBohemis，PomoranisetRuthenis   

multabellaprosperegessit，atquegloriosustriumphavit・”  
5）［訳注］シフイエントポウクーモラヴイア公。後にチェコ公（一一一一○セーー○   

九年）。第二巻の注（12）を参照。  

第十六葺 シフイエントポウクの死について   

さて、たまたま我々は、シフイエントポウクについて思い起こすこととな  

よすが ったが、他の人々を匡正する縁として、彼の生涯と死について若干の言葉を  
賛すことは、骨折りがいのあることでもあろう。   

さて、シフイエントポウクは、もともとモラヴィアの世襲の公であったが1）、  

大いなる野心を抱き、自分の君主ポジヴォイ2）からボヘミア公国を奪い取った。  

生れは高貴であり、性格は豪胆3）、騎士の業に秀いでていたが、信義に欠け4）、  

気質において毅滑なところがあった。というのは、シフイエントポウクの勧  

めによって皇帝はポーランドに侵入したが、シフイエントポウク自身は一度  

ならず、しばしばボレスワフに忠誠を誓い、ボレスワフと一つの盾で結ばれ5）、  

ボレスワフの勇気と助力でボヘミア王国を手に入れたからである。プラハに  

おいてシフェエントポウクを即位させるために、ハンガリア王コロマンとと  

もにモラヴイアに兵を進め6）、またハンガリア王が帰還した後も、ボヘミアの  

森に踏み入ったのもボレスワフではなかったか。もしポジヴォイが約束に従  

って、カミュニの柴7）をボレスワフに与えなかったならば、ボレスワフはそこ  

から退くことはなかったであろう。さらにボレスワフは、ボヘミアから逃げ  

てきた多〈の者を自分のところに留め、扶持を与えたが、彼らはボレスワフ  

自らがボヘミア公になることを希望し、前もってボレスワフの恩顧を得よう  

と思っていたのである。実際、シフイエントポウクは、当時は小さな土地と  

わずかな財産しか持っていなかったからである。他方、シフイエントポウク   

はボレスワフに、次のような誓いを立てていた。「もしいつか、ある方法で、 六  

ある謀によって、自分がボヘミア公になったならば、私はいつもあなたの忠  

実な友となり、互いに一つの盾となろう。そして国境にある砦をボレスワフ  

に返還するか、あるいは全くそれを打ち壊すことにしよう」と。しかし、公  

国を手に入れると8）、誓いを破り9）、約束を守らず、人殺しを犯して10）神を恐  

5   



＝5  〃．A用射   

れなかった11）。それゆえ神は、他の人々に対する戒めとして、彼の業に相応し  

い償いを求めた12）。すなわち、ある時、彼が全く安心して武器を持たず、自分  

の兵士達のただ中でラ バに乗っていた時、名もない一人の騎士の槍に刺し貫  

かれて倒れたのである13）。彼の家来の中でも誰一人彼の復讐のために手を挙げ  

る者はいなかった。   

さて、このようにして、皇帝は、ポーランドから凱旋し帰国したが、喜び  

の代りに悲しみを14）、貢納の代りに死者の屍を記念として持ち帰った。他方、  

ポーランド公ボレスワフは、皇帝が近くにいても彼を恐れず、去った後では  

なおいっそう皇帝を恐れることはなかった。  

（16）DE MORTESWANTOPOLC   

EtquiaforteSuantopoIcadmemoriamrevocamus，；operepreciumest，  

ut aliquiddevita etmorteipsiusadcorreccionemalioruminducamus．三  

Igitur SuatopoIc dux Morauiesishereditarie priusextitit‖；posteavero  

ducatumBohemieBoriuoy2）suodominioplenusambicionesupplantavit；  

§genere quidem nobilis，natura ferox3），mi1itia strennuus，Sed modice  

fidei4）etingenioversutus．；HuiusenimconsiliocesarPoloniamintravit，  

；quiBolezlauo nonsemelsedfrequenteriuraverat，；quicum Bolezlao  

unum scutum coniunxerat5）三qulVirtute Bolezlauiet auxilio regnum  

Bohemicumacquisierat．；§NumquidnonBolezlausproSuatopoIcPrage  

ponendocumregeVngarorumColummannoMorauiamintravit6），三silvas，  

Bohemie rege redeunte penetravit．：Utique fecit．；§Nec sicinde  

remearet，；nisiBoriuoy castrum Kamencz7）pro paccione sibidaret．；  

Insuperetiam Bolezlauus de Bohemia multos adipsumiam fugientes三  

preocupaturos gratiam，1pSum ducem fore sperantes，；et retinebat et  

pascebat，；quia SuatopoIc parvam terram，pauCaSque diviitas tunc  

habebat∴EcontraSuatopoIcBolezlauoiuravit，quiasiduxBohemorum  

quocumquemodovelquocumqueingenioquandoquefieret，；semperfidus  

eius amicus unumque scutum utriusque persisteret，；castra de confinio  

regnivelBolezlauo redderet，；velomnino destrueret．；§Sed ducatum  

adeptus8）nec fidem9）tenuit；iurata violando，；nec Deum timuitll）；  

homicidiaperpetrandolO）．：UndeDeusadexemplumaliorumsibidignam  

6   



r「匿名のガル年代記』第三巻（翻訳と注釈）［第13辛から第26章（終章）まで］   

profactis reconpensationem exhibuit12），；cum securus，inermis，in mula  

residensin medio suorum ab uno vilimilite venabulo perforatus  

occubuit13），；nec ullus suorum ad eum vindicandum manus adhibuit．；  

Taliter cesar de Polonia rediens triumphavit，；videlicetluctum pro  

gaudio】4），；mortuorumcadaveraprotributo；memorialiterreportavit．；  

Bolezlauusverodux Polonorumparumpresentem，：sedminusabsentem  

；proculdubio dubitavit；  

1）［B］シフイエントポウクオルミッツのコンラッド公の息子。一一一一○七年五月  

から‥－‥○九年九ノー二一口の彼の暗殺の口までボヘミア公の位にあった。   

2）［M］ポジヴォイ・一00年から一一○七年までボヘミア公の地位にあった。  

ヴラティスワフ工とズビスワヴァ（カジミエシ・オドノヴィチュールの娘）の子であ  

ったから、ボレスワフ・クンヴウステイの従兄弟にあたる。一一○七年五月にシフイ  

エントポウクによって追放される。   
3）［M］Sallust，BellumCkltilinae，434．”Naturaferox，Vehemens，manuprOmptuS  
erat．”サルステイウス『カティ［）ナ戦記』四三四「性は豪胆で激しく、行いに敏で  

あった‘，」，Bellum（元tilinae．51－7．”L．Catilina nabiligenere natus fuit，…・・  

animusferoxinopiareifamiliaris．”『カティリナ戦記』五一～七「L・カティリ  

ナは、牛れは高貴であったが‥‥＝豪胆な性格は家産の貧しさによって…… 」   
4）［M］Mattheus，630．”Siautem faenum agri……quantO magis vos modicae  
fidei．”『マタイによる福音書』六三O「野の草でさえ・・…イ言仰の薄き者よ。」   

5）［P］t’unum scutum”ガルは、盾を表現する時は、他の箇所ではクT）ペウス  

’rclipeus”という言葉を用いている。「一つの盾のもとに結び合う」という表  

現は、中世において’’scutum”という言葉が、l司時に、騎士と彼の従者、よろい持  

ちからなる、部隊の最′トの単位を意味しているという事から生じた。   
6）［M］この出兵は、一○五年の卜月に行われた。その時シウィエントペウクは詐術  

を用いてプラハを－1領した。C（フ∫77J（‡11卜19．   

7）［M］ボヘミア公ブジュティスワフによって一○九六年に、シロンクスに建てられた  

砦。おそらく一一○七年か一－一○八年にボレスワフによって占領されたのであろう。  

Co5肌αⅠIt4．［P］オボレ近郊の砦。第二巻の第三六章の注（10）参照。   

8）［M］一一○七年五月一円H。   
9）［M］カミュンニの砦は、一－一○七年から一一○八年にかけて、おそらくポーランド  

のものであった。  

10）［M］Exodus223．一thomicidiumperpetravitetipsemorietur．”『出エジプト記』  

二ニ三「殺Lた人は【］ら死なねばならない」（これは『ウルガータ聖書』の直訳で  
ある訳者）  

11）［M］Luc．2340．’tnequetutimesDeu汀L”『ルカによる福音書』二三四O「お前  

は神をも恐れないのか。」  
12）［M］Hester，16－23．”digmamprofidereciperemercedem”『エステル記』一六一  

二三「信仰に相応Lい報いを受ける」（［訳注］『エステル記』のこの筒所は、ギリシ  

ャ語版『エステル記』とLて、『ウルガータ聖書』に収められておー）、「勅書」E2  

3の箇所に相当する。）  

7  
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13）［訳注］『コスマの年代記』第三巻第ニ七草によると、一m，一○九年九月二一日に、サ  

ルショ7シイ族のヤンの息了・チェスタが差L向けた一人の騎」二によって槍で殺された。  

また『ベガウ年代記』によれば、グロイチェ族の仙ヴィブレヒトによって殺害された  

とされている（〟．C．5．S．XVI．p．250，）。  

14）［M］Hester，1317，”converteluctumnostrumingaudium．”『エステル記』一三   
一一七「我らが民の悲しみを膏びに変えて下さい。」（［訳注］『合同訳聖割「エステ  

ル記』［ギリシャ語］のC10の箇所に相1する。）  

第十七草 ボヘミア人について   

さて、非常に大きな困難を切り抜けた後、北の公は、しばらくの間休息を  

取ったが、ボヘミア人に対する攻撃をこれ以上延期することはなかった。と  

いうのは、ボヘミア人から蒙った自分への不義不正に報復し、自分の友人ポ  

ジヴォイを1）、奪われた王座に再び即位させようと考えたからである。ところ  

で、軍を進め、行く手を阻むボヘミア人と森の中で戦を交え2） 、勝利を収めて  

ボヘミアの野に軍勢の一部を宿営させていた時、すでにボヘミア人に受け入  

れられていたポジヴォイは3）ボレスワフに対して、自分への大きな信頼と自分  

のために払った大きな労苦に感謝の意を表した。こうして不屈のボレスワフ  

は、二重の名誉を得てボヘミアから帰還した。範とすべきこのような勇気か  

ら、何か有益な果実を引き出すために、ボレスワフが帰ってから成し遂げた  

事柄に耳を傾けることにしよう。  

（17）CAPITULUM DE BOHEMIS  

Igiturposttantumlaboremduxseptentrionalisaliquantulumrecreatus，  

；superBohemosequitarenondiutiusestretardatus．；Cogitabatenimet  

suaminiuriamdeBohemisvindicare；etsuumamicurnBoriuoyl）insede  
Supplantatarestaurare．！§Dumautemiterfaciensinmediosilvarumcum  

Bohemisobviantibuspreliocommisso2）victoriamoptineret，；iamquepars  

exercitusin carnpis Bohemie resideret，：Boriuoy a Bohemisiam  

receptus3）Bolezlauo grates pro fide tanta retulit；etlabore；et sic  

lnplger Bolezlauus duplicide Bohemia rediit；cum honore．：Sed quid  

β   
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rediensegerit audiamus，；utlexemplo probitatistantefructum aliquem  

CaplamuS・：  

1）［訳注］第三巻第十六章の江（2）を参照。なお次の系図を掲げる。  

フジェティスワフI   

rr十一丁  
○  ヴラティスワフⅠI  0  0  オットー，Ⅰ世   

ビュンクニ  

「＋「  

ズビスワヴァ  
（カジミエシ復興壬の娘）  

「   ［   「  rTTTJT  
0 0  
ブジュ  

〔） ○  〔〕  
ポジヴォイIl ウァ  ソビエ  シフイ オソト  

ティスワフⅠⅠ  ディス スワフⅠ エント ーⅠⅠ世  
ワフ  ポウク  

2）［p］第二巻第凹六章の注（3）を参照。  

3）［訳注］ポジヴォイは、一山一一○九年十二月二四Hにプラハを占領した。その様子は、   
『コスマの年代記』第三巻の第二八草から第三二幸までの叙述が詳しく描いている。   

マレナンスキの『ボレスワフ・クシヴウステイ』の説明に依れば、それは以下の如く  

である。  

シフイエントポウクが殺害された時、ヘンリク（ハインリヒ）五世は、ボヘミアの有   

力諸侯がヴラティスワフの第三イーウァディスワフをボヘミア公の後継者とみなしてい   

たにもかかわらず、シフイエントポウクの封土を彼の弟オットーニ世に与えた。また、  

ボヘミア公の地位については、－一一○七年から追放されていたポジヴォイが、ボレス  

ワフとドイツの有力侯サイブレヒトの支持のもとに、再び公の地位を要求Lた。－一一  

○九年の十二月にはヘンリクもこのポジヴォイの要求を認め、彼をボヘミア公に任じ  

た。こうした背景の1二で、ポジヴォイは、－一－一○九年十二月二四ロにプラハを11領し  

た。しかしその後ヘンリクは方針を転換し、一一一 ○年の一月ウァディスワフを支持  
してボヘミアに甲を進め、ポジヴォイを牢に繋いた。  

第十八草 ポモジャ人についての章   

さて、ボレスワフは、このような行軍によって疲れ果てた軍勢がただちに  

帰路につくことを許さず、また自らも、迫り来る厳しい冬に対してl）、娯楽や  

宴会で休息を取ることもせず、選り抜きの兵士を率いてポモジュの地に赴い  

9   
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た。ボレスワフがその地にどれ程の期間留っていたのか。またその地におい  

て、どれ程の放火と略奪を行ったのか、それについて一つ一つ列挙していく  

ことは適当なことではないであろうし、より重要な事柄へと急いでいる我々  

にとっては事柄の概要を描くだけで十分であろう。   

さて、この時、ボレスワフはポモジュにおいて三つの砦をIli領し、焼き払  

い、土を埋めて平地とし、ただもっぱら戦利品と捕虜だけを奪い取った。し  

かしその後は、しばらくの間、戟を遠ざけて休息し、かつて皇帝が留ってい  

たことのある自分の領地の諸都市の守りを閉め、再び■li領されないように整  

えた。  

lll  

（18）CAPITULUM DE POMORANIS   

Non enim statim exercitum tantoitinere fatigatumire domum  

permisit，：necIPSemetin deliciis velin conviviis asperitate yemis  

irruentel）requievit，；sed terram Pomoranorum cum electis de exercitu  

mi1itibus requisivit，三§ Quamdiuibisteterit，；velquanta per terram  

incendia velpredas fecerit，；non est opus per singula scriptitando  

demonstrari，；sed summam rei，nObis ad maiora festinantibus，Sufficiat  

explanari．；§Illa namque vice Bolezlauusin Pomorania tria castella  

Cepit，；quibus combustis et coequatis so】ummodo predam et captivos  

excepit，；Postea vero sine bello Bolezlauus aliquantulum repausavit，；  

SuaSqueCivitatesinterim，ubicesarfuerat，inexpugnabilespreparavit．；  

1）［M］一一○九年から・○年にかけての冬。おそらく・一一一○年の一月であろう。  

第十九章 ボヘミア人とポーランド人についての章  

さて、ボレスワ7がグローーグ7の町の防備を固めようとして、軍勢ととも  

にそこに留っていた時、ズピグニュ7の騎士達は、ボヘミア人とともに略奪  

を行おうとしてポーランドに攻め入った1）。しかし、ボレスワ7の知らないう  

JO   
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ちに、すぐに結集したその地の城主達によって2）、巣から出たネズミのように、  

その場で捕えられ、殺された。またそれを逃れたわずかな者達は、山賊の友  

である森に助けを求めた。  

（19）CAPITULUMDE BOHEMIS  
ET POLONIS  

Cum autem Bolezlauus civitatem Glogou muniensibicum exercitu  

resideret；milites Zbigneuicum Bohemis depredaturiper Poloniam  

exieruntl）；qulStatim Bolezlauuo nesciente．1pSluSlocimarchionibus2）  

COngregatis，Sicut mures delatibulis exeuntesibidem captivelmortui  

remanserunt，；exceptis paucis，quisilve，1atronum amice，Subsidium  

petierunt．：  

1）［P］おそらく－、一一一○年の春の時期であろう。   

2）［G］“marchiones”「辺境伯」の地位は当時のポ，ランドには存在していなかった。  

作者は、国境にある砦の城主を念頭においている。  

第二十章 ボヘミア人の裏切り   

ボヘミア人が、追放されていたポジヴォイを公として再び公の都に受け入  

れたということ、またそれゆえボレスワ7がボヘミアからこのようにすばや  

く帰還したということ、これらのことについて私が少し前に述べたのを私も  

覚えているりが、ボヘミア人の信義は輪のよう転じやすいものであるから2）、  

かつてポジヴォイが裏切りによって欺かれて追放されたように、再びまた彼  

らボヘミア人は、裏切ー）によって欺くために彼を受け入れたのである。実際、 二  

わずかの間にポジヴォイは名誉を失ったばかりでなく、兄弟の間の真申の弟 ○  

によって追放され3）、皇帝に捕えられて4）、回を取り戻す可能性を失った。彼  

には三番臼の弟がいた。彼は、年は若かったが、勇気においては兄に劣らな  

かった5）。そこでボレスワ7は、兄に対して忠義な心を持つ彼をポーランドに  

おいて保譲し、上の兄の名誉を打ち砕くために、忠告と助力を彼に与えた。  

JJ   
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伽）DEFRAUDE BOHEMRUM   

lD9  

Paulo superius meminime dixisse；Bohemosin sede supplantata  
Boriuoy ducem recepisse，；ideoque de Bohemia Bolezlauumita subito  

redivissel）．；SedquiafidesBohemica；volubilisestsicutrota2）：qualiter  

prius Boriuoy expellendo traditorie deceperunt，；taliterque eumiterum  

decepturitraditoriereceperunt．：§Nambrevitemporenonsolumhonore  

Caruit；a fratre medio supplantatus3）；verum etiam acquirendi  

facultatemamisit，三abimperatorecaptivatus4）：Tertiumquoquefratrem  

habebat，etatequidemminorem，：prObitateverononinferiorem5）；quem  

dux Bolezlausin fidelitate fratris persistentem；in Polonia retinebat，；  

eique calumpniandimaioris fratris honorem；et consilium et auxilium  

impendebat．；  

1）［P］第三巻第一七草を参照。  

2）［P］第三巻の往（1）を参照J  

3）［P］tAfratermedius”「兄弟の間の克小の弟上  ボヘミア公ウァデイスワフ、在   

位－＝一一一」一○年から－′一－二二五年まで。  

4）［訳注］『コスマの年代記．順二巻第∴l二幸の記述によれば、ウ7アイスワフから   
ボヘミア／・、の出兵の要請を受けた／・＼ンりク（ハインリヒ）は、一一一 ○年の一月、バ   

ンベルクを出発し、プラハに入城した。Maleczyn’ski・Boles！au）K鱒yWOuS＆1p▲78・  
5）［P］‖tertiusfrater”「三番「］の兄弟」ソビュスワフロボヘミア公としての在   
位は一一二五年から－・一一四○年まで（，  

第二十一章 ボヘミア人に対する戦と勝利について   

さて、戟を好むボレスワフは、騎士の大軍を率いて、ボヘミアへの新たな  

出征の道を1）開いた2）。そして、この行為においてボレスワフは、驚くべき偉  

業をなしとげたハンニバルと肩を並べることができるであろう3）。というのは、  

ハンニバルはローマを攻略するために、まず手始めにヨヴィスの山を越えて  

進軍したが4）、それと同じようにボレスワフもボヘミアへ攻め入るために、は  

じめに人跡未踏の恐るべき場所を越えていったからである。かのハンニバル  

は、苦労して一つの山を越え、それによってかくも大きな名声を獲得し、後  
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世からの回想の的になったが、ボレスワフは、雲に達する垂直の峰を、一つ  

でなく数多く登りつめたのである。かのハンニバルは、ただ11」を穿ち、尖っ  

た岩を平にするのに苦労したが5）、このボレスワフは、断え間な〈木の幹や岩  

をころがし、険しい山を登り、暗い森を貰いて道を開き、深い沼に橋をかけ  

た。   

こうして、ポジヴォイの正義と彼への友誼を守るために三Fl三晩このよう  

な困難な行軍を敢えてしたボレスワフは、疲労の極みに達したが、常に後世  

がその凱旋的勝利を追想する程の大きな業を成し遂げたのであった。すなわ  

ちボレスワフは、このような労苦を払ってボヘミアに侵入した後6）、ボヘミア  

人がポーランドに対してするように、強欲な狼のように7）略奪した後にすぐに  

回に帰るというのではなく、敢然と旗を高く掲げ、ラッパを吹き鳴らし、陣  

形を整え、太鼓を打ちならして、ゆっくりと目の前に広がるボへ一ミアの野を  

越え、戟を求め、しかしその機会を見い出せず8）、ただ一路に兵を進め、戟を  

終えるまでは略奪も放火も求めなかった。その間、ボヘミア人は、しばしば  

隊を組んで姿を現わしたが、ポーランド人が攻撃をはじめると、ただちに飛  

ぶように逃げ去った。また周辺の砦から多くの騎士が出陣してきたが、攻撃  

に出たポーランド人に出合うと、かえってポーランド人に砦の周囲を放火す  

る機会を与えることになった。ところで、前にも言及した、ポジヴォイの一  

番下の弟は9）、ボレスワフに願い出て、兵士達が略奪や放火によって国を荒ら  

すことを止めるように取I）計らった。というのは、彼は少年らしい素朴な心  

で裏切者の言葉を信じ、戦なしでも、また勝利しなくとも王国を手に入れる  

ことができると信じたからである。   

さて、匹＝］目になり、戦を求めたボレスワフは、間道を通ってまっすぐに  

プラハをめぎして急いだ。その時、ボレスワフは、さほど大きくはないが、  

渡るには困難な一つの川に近づいた10）。その川の対岸にはボヘミア公が軍勢を  

結集させて陣取っていた。ボヘミア公は、他の場所では敢えて合戦を試みよ  

うともしなかったが、その場所では、その地勢をあてにして11）、ボレスワフの  

渡河を阻止すべく待機していたのである。他方、ボレスワフは、捜し求めて  

いた敵を再び見い出したが、囲いの中に閉じ込められた獲物を見たライオン  

の如く激しく怒った。というのは、戦を交える手立てを見い出すことができ  

なかったからである。実際、ポーランド人がある時は上流から、またある時  

J3   



．1J‥・1日Å、／   

は下流からJllを渡ろうとすると、川のその対岸にボヘミア人が陣を置いてい  

たからである。しかもその川は、ボレスワフの陣にいたボヘミア人の偽りの  

案内によって、沼が多く、大軍にとっては、渡河の際の敵の抵抗が全くなか  

ったとしても極めて危険な川であるとされていた。しかしながら、ボレスワ  

フは、このように虚しく暗が過ぎ、太陽が西に沈んで日が暮れるのを見ると12）、  

勇敢な騎士にふさわしい選択をボヘミア公に提案した。すなわち、ボレスワ  

フが渡河の場所を提供するか、あるいはボヘミア公が場所を譲るならば、ボ  

レスワフがその場所で渡河するか13）、そのどちらかを選ぶべきだ、と。そして  

それに付け加えて言った。「我ボレスワフが来たのは、決してボヘミアの首都  

を占領するためにではなく、慣しに従って、かつて我が汝のためにしたよう  

に、追放された者達の正義と苦境にある人々の利益の擁護を自ら引き受けた  

からである14）。それゆえ、ボヘミア公が自分の弟を平穏に父祖伝来の地の相続  

領に呼び戻すか、あるいは万物の公正な裁き主が、我々の問で行われる平原  

の戦に真の正義を明示されるか刷、どちらかであろう。」   

これに対してボヘミア公は答えた。「もし汝が汝の兄16）を受け入れるならば、  

我もまた喜んで我が弟を受け入れる用意がある。しかし皇帝の許しがなけれ  

ば17）、敢えて弟と王国を分つつもりはない。しかし、もし我が汝と戦を交える  

意志と機会を持っていたとしても、汝から渡河の許しを待ち受けることはし  

ないであろう。なぜなら、ずっと前からその権利を持っているから。」   

（21）DE BELLOET VICTORIA CONTRA  
BOHEMOS   

Inde belliger Bolezlauus，COllecta multitudine militari，；novam viaml）  

aperuitinBohemiam2），quOPOteStHannibalifactomirabilicomparari3）；  

§Namsicutille RomamimpugnaturuspermontemIouis primus4）viam  

fecit，；ita Bolezlauus perlocum horribilem，intemptatum prius，Bo－  

hemiaminvasuruspenetravit．；111e montem unumlaboriose transeundo  

tantamfamametmemoriamacquisivit，；Bolezlauusverononunumsed  

plures nubiferos quasisuplnuS aSCendit・；Ille solummodo cavando  

montem，COequandoscopuloslaborabat5），；istetruncosetsaxavolvendo，  

；montes arduos ascendendo，；per silvas tenebrosasiter aperiendo，；in  

J・／   
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paludibusprofundispontesfaciendo，‡noncessabat．：Tantoitaquelabore  

Bolezlauusproiustitia Boriuoyetamicitiatribusdiebusetnoctibusiter  

faciens，fatigatus，；tale quidin Bohemia fecit，unde semper erit triumL  

phalimemoria recordatus．；§ Postquam tandem Bolezlauus tanto di－  

SCrimine Bohemiam est ingressus6），；non statim，predam faciens，ut  

Bohemide Polonia，quaSilupus rapiens7）est regressus，；immo vexillis  

erectis，…tubiscanentibus，；agminibusordinatis，；tympanisresonantibus，  

：paulatim per campos Bohemie patentes，bellum querens et non  

inveniens8），incedebat，；necpredam，neCincendiaprius，quamfinembello  

fieri，Cupiebat．：§Interim Bohemiperturmasaliquociens apparebant，；  

Sed statim Polonisirruentibus cursu prepetifugiebant．：De castellis  

quoque contlgulS multimilites exiebant，；quiPolonisirruentibus  

obviantes occasionem suburbia comburendifaciebant；Frater vero Bor－  

iuoy minimus9），quenlpredixi；predas capi，；incendia fieri，；terram  

destrui，；Bolezlauo supplicans prohibebat，；qula regnum aCquirere sine  

bellopuerilisimplicitateverbistraditorumsinevictoriissecredebat∴§  

Cumque iam die quarto bellum expectans Bolezlauus ad Pragam recto 

tramiteproperaret，；fluvioquecuidamlO），nOnmagnOquidemseddifficili  

transitu，prOplnquaret，：eXalterapartefluminisexercitucongregatodux  

Bohemorumresidebat，；quiBolezlauumibi，nOnauSuSalibi，；difficultate  

lociconfisusll）；transitum prohibiturus；expectabat．；§ At Bolezlauus  

repertishostibus，quOS querebat，；quasileovisa preda septis conclussa  

StOmaChabatur，quiapugnandicopiamnonhabebat．；§NamsicubiPoloni  

modo sursum，mOdo deorsum transire reputabant，；ex altera parte  

fluminisibiBohemicontrastabant．；EratenimfluviusBohemis，quicum  

eo erant，mentientibus，paludosus，；tante multitudininullo．resistente  

periculosus．：§VidensautemBolezlauus，quOdsicagenstempusinvac－  

uumexpendebat；etquoddiessole（ad）occasumvergente12）declinabat，；  

eleccionem audacie militaris duciBohemico proponit，：videlicet：aut －  

Bolezlauus sibilocum dabit，；ut transeat，；velilluc transibit，；sidux 9  
／ヽ  

Bohemicusloco cedat13），：§asserens etiam occupandicausa sedem se  

Bohemicam non venisse，；sed more solitoiustitiam fugitivorum；  

CauSamque miserorum，；sicut quondam sibifecerat，defendendam  

SuSCepisse14）．：§Quapropterautsuumfratreminsortehereditatispaterne  

pacificerevocaret，；autiustusiudex omniumintersesepreliocampestri  
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veramiustitiam declararet15）∴§ Ad hec dux Bohemicus respondit：  

Fratrem quidem meumlibens recipere，；situum receperisユ6）三sum  

paratus∴sedcumeoregnumdividere，；nisiconsiliocesaris17）∴nonsum  

ausus．‡§Siverovoluntatemvelfacultatemhabuissemvobiscumcominus  

COnfligendi．；non vestramlicentiam expectarem，Cumlonge habuerim  

priuslicentiamtranseundi．；  

1）［M］t’novavia”「新しい追」Lフ それゆえ、この道は「コウォツコへの道」”tramite  

ad Ktodzko”ではなく、トルトノブTrutn6wに結びついた遺か、あるいはまっす  

ぐ山を抜く道である。   

2）［M］この出征は、一一・ ○年の九月と十月の月にわわれた。『コスマの年代記』第  

三巻第三十五章参照。  
［訳注］『コスマの年代記』第三巷第三卜五黄の文章は以Fの如くである。  

「同じ年、ウァデイスワ7公とボヘミアの全ての民が、自分達の守護聖人ヴァツラフ  

の生誕の祝祭を音びと陽気のうちに催していた時、公のもとに一人の使いが来て、次  

のような知せを†云えた。『諸君が平穏に宴会を催している間に、汝の弟ソビュスワフ  

とポーランド公ボレスワフがこの十地を荒らし、民をあたかも安っぼ〈締まれた穀物  

の山のように略奪している。私自身、このことをあなたに告げるためにやっとのこと  

で逃げ帰ってきたところだ。さあ、急いで兵を出したまえ。貯蔵庫を閉じて、宴席を  

去りたまえ。マルスの神が諸君を戦へと呼び出している。明日にも何て・という武装し  

た敵が現われるであろう。』彼らはただちに宴席から立ち上り、すばやく軍勢を召集  

し、ルツイツェ Lucice と呼ばれる村の近〈を流れるツイドリーナCidlina という  

川のこちら側から敵に向っていった。しかしこの同じ川の反対の側から、ポーランド  

の軍勢が、略奪も放火もせず、ゆっ〈りと進んできて、オルドリス01drisという砦  

の近くを通り、エルベ川の波打つ岸まで近づいた。そこから彼らは使者をウ7ディス  

ワ7に派遣して、校滑にも次のように言った。『我等は、敵意を抱いて槍を抱いでき  

たのではな〈、また戟をしにきたのではなく、汝を汝の弟と和解させるために来たの  

である。しかしもし披か我等の戒めに耳を傾けた〈ないと思えば、我等は明日川を渡  

ろう。そしてその他のことは、その後にアーメンとなるだろう。』  

これに対して、ウァディスワフ公は手短かに応えた∫⊃  

『我思うに、この年は、大きな流血のない平和な年にはならないだろう。なぜなら、  

誰も和平の締結のために武器を携える者はし、ないからだ。汝が川を渡ったとしても、  

その他の事の後にアーメンはやってこないだろう。汝は川を渡るがよし－。しかし罰を  

受けずに国に帰ることはないであろう。汝が語るその他の事は私がそれを為す∴汝は  

汝が欲するその他の事を為せ。』  

しかしながら、ウァディスワフ公は、不幸にも敵の枚滑な言葉を信じ、その後、まだ  

太陽が昇らぬ前に、自分の軍勢を＊いて川を波り、この川の対岸に着いた。他力、ポ  

ーランド人は、l］分速の枚滑な計略か成就したのを見て、この国に対する攻撃をはじ  

め、放火と略奪によってニト地を荒廃させ、移しい戦利品を背負って、クルケツイCriucy  

と呼ばれる橋の近くに師を張った。しかし我がソノの軍勢は、その晩あまりにも痺れて  

いて、すばや〈帰ることができずにいたので、ただ呆然としていただけであった。」  

35．Eodem anno duceWladizlaoetuni＼′erSaplebe BoemorumCumiocunditate  

J6   
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etlaeticiasuipatronieWencezlaicelebrantibusnatalicia，nunCiusaffuitduciqui   

taliaretulit：t′bbis hicin tYtmquilliiateetsecu7itale（（）nuiuantibus，SedjhtYetuO   

ヾり∧二鳥りtイ．／仙、t－／1由JJノ〃了〃〃仙／（、こんい／．川ノ川／J‘川こ（ノー・ハイ川／．川／油ハ．J／明知／J…J   

－／J仙／Jイ／．＝，いべ／バーイ‘∴り川lノJ′小一・〃／付加．．二項＝・工l1り／Jハー川′i仰．〃／／仙、＝川仙、′1什．州   

／J■わ／‥レ《・．ノ．ナ．ノ／．・Jイーイ仇J．川＝力〟lノJ／（、J，（、メ／＝（＝〃伊／砧JJれ／J■IりJl／／＝、り〃JイJイーJ‥ル／ヽ   

uocat uos ad p771elia，C闇ade77infi10Stium a7matalm；lle milia．Quicontinuo   

SurgenteSdeconvivio，etCeleriterexercitucollecto，OCCurrunteisexistaparte   

amnisCydlinaiuxtapagumquidiciturLucjca．Astaliadeparteeiusdemamnis   

sine rapinis et sineincendiisibantincedentesq Poloniorum phalanges，quOad   

usquepervenientesiuxtaoppidumO］drisrapplicueruntadundamIJabefluminis   

；inde mittunt ad ducem Wladizlaum doloS dicentes：  

．＼∴り〃小／J＝／／㍑／  ハ甘い川廿ヾ小／JJJ一ノ■．  

ナナt・＝・り諭〃〟メ〔叫仙川■．  トいノ／．・／）ル．し川川／／／り♪lJ－イ／∴、一〃し  

∫J、J＝川／．州 〃再／H、＝〃り〃浩バ   ー山神高’．，t…りJJ入  

り．／ざ／＝根ざ柚…ハイ7Jり机〃．   （／仙イけtJ♪り，ヾ／／仙・－．・l〃＝∴   

Adhaecdux Wladizlauspaucisrespondit：  

．＼■り〃川、／／…、一川肘〔J′／り－1／一心．ヾナナJt一帖牒前肛川叫≠、  

．・llノ／こ・〟侶〔．ノ（イ＼－■申／J．＝h〃＝／で〃J■／ナナJ‘〃川ハ、  

’／’／一川べ油、，ヾ〔〃J†川りJ．什・J／砧イ（、＝〃り〃りナ／．・l仙〃．・  

／▼一丁〃机〃／ハ川トJ■′心．ヽ．－（ノ仙りJJ－〃♪〃…／（、‘／J／心∴  

（、－イ‘／け‘＝ルーノ＝ノブ■tふ／こ八、∴J川．／こJ（■晶ノー＝l〃仙Jイヾ、  

Et statimmalecredulusverbis hostium dolosis，  

CumSuisnocteilla transvadantes fluviumanteortum solis，  

ex adverso applicueruntripise eiusdemfluminis．   

PoloniF autem ut viderunt dolos suosg profecisseh，feceruntimpetum super   

terram，eteamdevastantesincendiisetrapinis，inmensa■praeda oneratiiuxta   

pontes Criucyk sunt castra metati．Nostrates autem，quiailla nocte nimis   

fatigatifuerant，neCtamCito retransvadare．poterant，Stabantstupefacti，   

なお、ポーーランド側の他の資料にも、この戦についての記事が残されている。『古聖   

十字年報』に次のようにある。t－1110．Bo］ezlausterciusintrat Boemyam．”「一一   

一○年、ボレスワフ三世、ボヘミアに侵入する。」（〟．P丑t2．p．773）また『トラ   
スキ年報』や『クラコフ年報』の一一山▲一－－一－▲′一年の欄に「ボレスワフ三世、ボヘミア人を   

打つ。」とある。  

3）［p］紀元前ニーー八年、今日の南フランスからイタリアに攻め入ったカルタゴのハン   

ニバルのアルプス越えを指している。ラテン語文献のq】でこの進攻についての最も詳   

細な、最も有名な記述は、リヴィウスの歴史の中にある（第二十一一巻、第三十二幸か  

ら第三十七章）が、ガルがリヴィウスを知っていたか否かは不明である。  

4）［p］作者は、聖ベルナルドス山の頂きと峠をこのように呼んでいる。そこには、古   

代からヨヴィス崇拝（ジュピター＝木星）が行われていたとされる。  

5）［訳注］ハンニバルのアルプス越えに関するこのような描写は、シリウス・イタリク  

スSiliusItalicusの『カルタゴ人』“乃（nica”の第三巻に依っている。とプレジアは  

推定している。  

6）［M］－－一－一－○年九月二十八日。『コスマの年代記』第三巻第三十五章参照。  

7）［M］Genesis，4927．“Benjaminlupusrapax，maneCOmedet．”『創世記』四九  

J7  
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ニセ「ペニヤミンは強欲な狼、朝には喰らい」。   
8）［M］Mattheus・12－－43・“immandusspiritus…L・ambula卜‥＝quaerenSrequiem  

・・71071invenit＝・・・”『マタイによる福音書』トニ四三「汚れた焉は…”・うろつき、  

平安を求めたが見い出せず」。   

9）［P］ソビュスワ7SobiesIaw。  
10）［P］ツイドリーナ川。チェコ北部を流れる、エルベ川右岸の支流。  

11）［M］Sa】1ust，Bellumh材urthinlLm．985．“regeslocidifficu】tatecoacti，”サルス  

テイウス『ユグルタ戦記』ノし八九「1二達は、地勢に強いられて」。  

12）［M］一一一○年十月三口のこと。  

13）［P］グルンバルトの戦の前に、ウァナイスワフ・ヤギェウオに対してなされたドイ  

ツの十字軍騎⊥用の類似の呼びかけを参照せよ。  

14）［M］sa】】ust，Bollum Gztilinae，353．“pub］jcamrniserorumcausam””・SuSCe＿  

pi”サルステイウス『カティリナ戦記』エ了トニーミ「貧しい人々の公的利益を引き受け  

た」。  

15）［P］これが、中世における、神の裁きについてのよく知られた考え万である。  

16）［P］ズピグニュフを持す。  

17）［p］おそら〈年代記作者は、故意にボヘミア公ウ7ディスワフの回答を定式化して  

いるのであろう∴すなわち、それをヘンリク（ハインリヒ）五世に与えたポーーランド  

のボレスワ7の回答と対照させているのである。   

第二十二章 ポーランド人によるボヘミアの地の劫  

略について  

さて、ボレスワフは、ボヘミア公が自分にあてた返答の中で、単なる空虚  

な言葉以外にはいかなる明確な内容も与えていないことを知って、その11の  

夜明け前1）、人が宴静まる休息の頃l）、陣営を引き払って、かの小川2）の岸から  

離れずにエルベ川の方に降りていった。そしてエルベ川の近くでこの′卜Illを  

易易と渡り3）、戦をあきらめたあの場所に急ぎ、そこで再び戦を求めた。しか  

しボヘミア人の留っていた場所に着いてみると、痕跡の他には何も見い出す  

ことができなかった。それゆえボレスワフは、長老達を召集して評議を催し、  

そこで、より有益で、．より名誉にかなったことと思われることを、分別の心  

を失わずに決定した。実際、長老の一人はこのように言った。「敵勢の結集を  

眼の前にしながら戦を交えることができなかったとしても、三［】間、勇敢に  

敵の土地を踏みしめたことで、我々にはすでに十分であろう。」また新たに別  

の人が主張した。「神の裁きは真実なものであるが、人間には隠されている4）。  

今まで我々はうまく対処してきたが、これ以一卜永くこの他に踏み込むならば、  

／lヾ   
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運命がどこで転変するか、わからない。」それに対してボレスワフと若者達は  

長老の忠告を軽く見て、今までのようにプラハへ進むことを主張した5）。もし  

パンが不足していなかったならば、一人の若者の意見が長老のそれに打ち勝  

っていたであろう。なぜならパンは市民法6）がなしうるよりも多くのことをな  

しうるからである。   

こうしてボレスワフは、帰還の勧めにやっと同意し、帰路における放火と  

略奪の許可を与えた。他方、ボレスワフ自身は、つねに部隊を整えて進み、  
しんがりぞなえ  

しばしば殿 備とともに、後陣の支えとして働いた。さらにボレスワフは、騎  

士の部隊を組みなおしたが、これらの部隊は、放火と略奪を行う兵士達の先  

駆けをなし、また襲ってくるボヘミア人からポーランドの兵士達を守った。  

こうしてボレスワフは、ある時は賢明に、またある時は大胆に、軍勢を前へ、  

また後へと率いて、金曜日のし」に7）森の人口に至り、そこで陣営を張ったが、  

その時、見張番をより密にし、各部隊が戦闘の態勢を取り、万一混乱が生じ  

た場合でも自分の持場に留まるように命じた。   

その日の夜、ボレスワフが早朝の祈りの後8）、祈繕の場に留まっていた時に、  

たまたま何かの恐慌が全ての部隊を襲い、突然に巻き起った叫び声が全軍を  

蔽った。その時、いかなる地方の部隊も9）、武装したいかなる分隊も、決めら  

れたとおりに自分の部署を守り、自分の陣地に留まった。他方、宮廷風の武  

具を身につけていた近衛部隊は、ボレスワフの近くに陣取り、そこで勝利か  

滅亡かを覚悟した。ボレスワフは人々の叫び声を聞いた時、そばにいた多く  

の若者達に固まれていたが、演説をするために少し高い所に登り、そこで、  

自分の言葉によって、勇気ある者には大胆さを与え、憶病な者には恐れと不  

安を取り去って、次のように励ました。  

¢2）CAPITULUMDEVASTATIONETERRE  
BOHEMICE PER POLONOS  

Videns autem Bolezlauus，quia dux Bohemicusinhiis responsionibus，  

quas mandaret，；nullam certam rationem，nisiverba solummodo nuda  

daret，；crepusculo dieil）；tempore requieil）；castra movit，；nec abillius  

ripafluminisad Labaflumen2）descendendoseremovit．：§Ibveroiuxta  
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Labeflumenillumfluviolumsineobstaculopertransivit3）；etfestinansibi  

bellum，ubidimiserat，requisivit．：§CumautemadBohemorumstaciones  

PerVenlret，：necaliuddeipsIS，quamVeStlgla，reperiretconvocatissenior－   

ibus consiliuminivit，；ubisatis，；quod salubrius et honestius esse  

videbatur，Cum ratione diffinivit，：Quidam enim de senioribus aiebant：  

Tribusdiebussatissufficitpervirtuteminterra hostium nosstetisse，；  

necbellumillisomnibuscongregatisetpresentibusinvenisse．；Iterumalii  

dicebant：Iudicia Deivera sunt et hominibus occultata4）；bene procesr  

Simus usque modo，Sed sidiuciusimmoramurin dubio pendet，quO Se  

verterintista fata．；§Econtra Bolezlauus etiuvenes seniorum consilia  

postponebant∴etire Pragam utin antea conlaudabantS）．：§ Et vere  

vicisset seniorum consilia consiliumiuveni］e，；nisipanis defecisset，qui  

pluspotest，quampOSSitfacereiuscivile6）．：Collaudatovixitaqueconsilio  

Bolezlauusredeundi，；redeundocomburenddeditlicenciam et predandi．  

；Ipse vero semper ordinatis cohortibusiincedebat，；plerumque cum  

extremis agminibus pro subsidio subsistebat．：§ Habebat etiam acies  

mi1itum ordinatas，quicombustoribus et predatoribus anteirent：et a  

Bohemissupervenientibusproviderent．；Cumque tam prudenter tamque  

SagaCiterexercitumduxissetacreduxisset三 etadsilvarumintroitumVI  

feria7）iamstationemposuisset，；vigi1iascrebrioresfieri，paraCioresesse  

unamquamqueleglOnem，Situmultusfortefieret，；insuastacionepersis－  

tere precepit．；§ Eadem nocte Bolezlauo post matutinas8）orationibus  

persistente，forte quidam horror universam stacionem occupavit三et  

Clamorem subitaneum per totum exercitum excitavit．；Tum queque  

provincia9）；queque cohors armata，；sicut constitutum fuerat，in sua  

StaCioneperstitit，Suumlocumdefensura；；aciesvero curialiscurialiter  

armatacirca Bolezlauumastitit，ibivictura，；velibidemmoritura．‡§At  

Bolezlauus audito clamore populistatimiuvenum multitudine circum一  

一 Stantiumcoronatus，aSCenditinlocumlocuturusaliquantulumaltiorem，；  

O ibique sualocucione probis auxit audaciam，timidis horrorem ademit  
pariterettimorem，：Sicexorsus：  

1），ル1）［M］おそら〈、それぞれが七音節からなる二連のトロカイックの詩。  

2）［P］ツイドリーナ川。  
3）［M］『コスマの年代記』第三巻第三十五章参照。  
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4）［M］Daniel，3－27．”etviaetuaerectaeetomniajudiciatuavera．”『ダニエル書』   

三一ニセ「汝の道は正しく、汝の裁きはすべて真実である」。（［訳注］この部分は、   

ヘブライ語テキスト一合同訳聖書にはな〈、『セプチュアキンタ』ウルガータ聖書   

のテキストに依っている。）  

5）［M］この評議は、『コスマの年代記』第二巻第三十五章によると、クリウチ橋の近  

くで行われたと思われる。  

6）［P］テキストは”jus civi1e”「甘民法」であるが、「社会を統治する法」’tprawo   

rzすdzaceludzkaspoleczno昌ciすりであって、一国の国民・住民を統治する法である。   

作者の意見によれば、この法は、長老の意見は弱輩者の意見よりも尊重されるべきで  

ある、とされる。  
7）［M］山一一－－・○年十†】七日。『コスマの年代記』第二巻第三十六章参照。  

8）［p］’tmatutina”聖職・者の聖務日課の黄初の部分で「朝の祈り」r。かつて   

は、夜明けごろ行われた11従ってこの［］は、すでに十月八日となっている。  

9）［P］ここから、ポーランドの軍隊は、地域毎に編成されていたことがわかる。  
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第二十三章  ボレスワフの大胆さと先見の明について   

「その素行と生れにおいて世に知られた若者達よ、いつも我が近くにいて  

戟に鍛えられ、いつも我とともに労苦に慣れた若者よ、自信を持って己を堅  

く保て。同時に喜びに満ちて今日という目を待ち望め1）。なぜなら、今日とい  

う目は汝等を凱旋の名誉で飾るからである2）。今日までボヘミア人は、海や森  

の怪のように我等の子羊達を略奪し、それらを引き連れて森に逃げ込み、ポ  

ーランド人を嘲笑し、そうすることを騎士の業と考えている。他方、汝等は、  

彼らの回を七日の間駆け巡り、村と町の周囲を焼き払い、彼らの公と結集し  

たその軍勢の姿を見て戦を追い求めたが、ついに戟に遭遇することがなかっ  

た。しかし、たとえボヘミア人が戦に臨もうと臨まないとにかかわらず、今  

口こそ、神の御力によってポーランド人は自分の蒙った不義不正に報いるこ  

とができるだろう。そして汝等が戦に打って出る時には、略奪された娘達、  

妻達、女達のことを思い起こせ3）。また幾度彼らが汝等を怒らせたか、幾度彼  

らが、逃げ去っては、追跡する老を疲れさせたか、を思い起こせ。名のある  

騎士達よ。兄弟達よ、今こそ奮い立てよ、快活な我が若者達よ。戟場にて大  

胆になれ4）、今日という目は5）、いつも汝等が望んできたものを汝らにもたら  

すであろう。今日という日は、かくも永い間汝等が耐えてきた苦しみを消し  

去るであろう。すでに暁の光が現われ6）、たちまちこの栄光の日が輝き出るで  
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あろう。その日はボヘミア人の裏切ー）と不信仰を明るみに出し、彼らの倣慢  

と慢心を砕くであろう7）。そしてその日は、我等と我等の先祖の蒙った不義不  

正に報いるであろう。誓って言う。この「1はポーランドにおいて常に記念さ  

れるべき口となるであろう。この日は偉大な日であり、また背き［」である。  

この日はつねにボヘミア人にとって戦慄すべき［丁となろう。この日はポーラ  

ンド人にとっては栄光の［］となり、この日はボヘミア人にとっては忌むべき  

口となるであろう引。誓っていう。このRはすべての老にとって喜ばしい剣舞  

の宴の日となり、ボヘミア人の額を大地に押しつける臼となるであろう。こ  

の日、全能の神は、御白身の偉大な右手によって我等の謙遜の角を高くされ  

るであろう9）。」   

この演説が終ると、部隊の陣営毎に一一般ミサがとり行われ、神の言葉が教  

区毎に司教によって説かれ10）人々はすべて聖体拝領によって力強くされた。   

これらの事柄が厳かにとり行われた後、兵上達は隊列を組んで、いつもの  

やり方に従って各々その陣営から出陣し、ゆっくりと森の入［」に近づいた。  

さてこのような大軍が森に入った時11）、軍勢は場所の目巨11も道の跡も知らなか  

ったので、兵士は一人→人道なき道を切り開きながら進んだ。それゆえに、  

誰も戦旗や隊列を保持することができなかった。実際、軍勢は、通ってきた  

道も他のすべての道もすでに寒がれたという声を聞いた時、これ程の大軍を  

通す程には広〈ない別の道を過って退却したのである。その時ボレスワフ公  

は近衛兵とともに右側から背後を守り、自分の軍勢のすべてを、あたかも良  

き牧者のように通してやった12）。スカルビミルイ〔1も反対の側から、ボレスワフ  

の知らないうちに小さな森の中に隠れて、その地で時敦ればボヘミア人を迫  

撃しようと待伏せていた。他方、ポーランドの守護聖人に捧げられたグニュ  

ズノの部隊は13）、若干の廷臣と勇敢な騎士達とともに、ある小さな平地に展開  

して、戦っていた彼らの君主をそこで待ち受けていた。その平地は大きな森  

と、前にある小さな森とを分けていた。ボレスワフがノ」、さな森を抜けて自分  

の軍勢の後を側面から追跡しようとした時、ボレスワフ自身、自分の軍勢を  

目撃したが、ボレスワフの姿も目撃された。その時ボレスワフは、自分の軍  

勢を敵と思ったが、同じように味方の軍勢もボレスワフを敵と見なした。し  

かし互いに近づいて、より正確に武器を見ることができるようになった時、  

はじめて兵士達はポーランドの旗の印を認め、ほとんど始まっていた冒滴的  
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犯罪行為を中止したのであった。   

その間にボヘミア人は、ほとんど勝利を確信した者のように、最初は部隊  

の形をとらず群をなして、そしてやがて一人また一人と突進していった。と  

いうのは、彼らは、ポーランド人は森のl＝こ取り込まれて、もはや戦を行う  

ことができず、隊列を乱してばらばらに隠れていると考え、ウサギを捕える  

ようにポーランド人を捕えることができると確信していたからである。   

しかしながら、戦好きのボレスワフは、敵が近くにいるのを見て叫んだ。  

「若者よ、闘いを始めるも、終らせるも我等次第だ。」このように叫んで、即  

座に長槍で部隊の最前列の者を馬上から突き殺してあお向けにし、またボレ  

スワフと同時に酌頭ディエルジクも別の敵兵に、死をもたらす飲み物を与え  

た14）。それからポーランドの若者は競って突撃し、はじめは槍で戦を始め、そ  

れが使い切られてしまうと剣を抜いた。接近してきたボヘミアの兵士のうち、  

わずかな者しか盾によって身を隠すことはできず、鎖惟の重さは彼らにとっ  

て助けとはならず、兜はそれを被る老に誉れをもたらしたが、救いをもたら  

さなかった15）。  

そこでは、鉄と鉄とが激しく打ち合い  

そこでは、大胆な騎士が誉れを受け  

そこでは、力が力によって打ち負される16）。  

屍が累々と横たわり17）、顔と胸は汗で滞れ17）血の川が流れ、ポーランドの若  

者が叫ぶ。「強欲な狼のように18）ひそかに獲物を奪って森の中に逃げ込むこと  

などせず、ただひたすら名誉を求めることこそ、誉むべき男の徳であろう。」   

先頭に陣取っていたボヘミア人とドイツ人の光り輝く甲騎兵は、身に負わ  

れた武具に助けられるのでなく、かえってその重みによってまず最初に倒れ  

た19）。しかしそれでもなおボヘミア公は、騎士の精華が打ち倒されて横たわっ  

ているにもかかわらず、二度、三度と部隊を引き戻し、蒙った損害に報いよ  

うと努めた。しかし幾度試みても味方の死者の山を増やしたにすぎなかった。   

スカルビミルもまた、森によって隔てられてはいたが、近衛兵を率いて20）ボ  

ヘミアの他の部隊と白兵戦を演じていたので、ボレスワフはスカルビミルに  

ついて、またスカルビミルもボレスワフについて、それぞれがどこにいるの  
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か、またそもそも戦に加わっているのか、全く見当がつかなかった。和い戦  

う二つの陣営の上でマルスがその力を揮い21）、フォルトナが戯れ、ボヘミア人  

の運命の車輪が回転し、女神パルカ達によってボヘミア人の命綱は断ち切ら  

れ、ケルベルスは貪欲な口を開き、渡し守りはアケロンを苦労して舟で渡り、  

プロセルピーナは笑い、フリアは彼らの前に蛇の衣を広げ21）、エウメニデスは  

硫黄の浴場を整え、プルトーはキクロペスに、手柄を立てた誉れ高い騎士の  

ために冠を作るように命じる22）。その冠は、蛇の歯と竜の古から出来ている23）。  

しかし、なぜこれ以上ためらう必要があろうか。   

自分達の業が神の裁きに適わず、ポーランド人の勇気と正義が卓越してい  

るのを見たボヘミア人は、その場で彼らの精鋭部隊が倒れた時、部隊のまま  

で、あるいは四散して逃亡を始めた。しかしポーランド人は、すぐには彼ら  

が逃亡しているとは思わず、それを装っていると考えた。というのは、ポー  

ランド人とボヘミア人の間にあった山峡と森がボヘミア人を放け、彼らの逃  

いき 亡と肝計を覆い隠したからである。それゆえポーランド公ボレスワフは、熟  
り立つ騎士達に、慢心を抱いたままの追跡を禁じた。というのは、ボヘミア  

人の肝計と待伏せを恐れたからである。しかしながら、遂に、ポーランド人  

はボヘミア人の逃亡が真実のものであると確認すると、ただちに馬の手綱を  

ゆるめて迫撃した。こうしてポーランド人は凱旋的な勝利を収めたが、ポー  

ランドへの帰路の道を急がず、ボヘミアの地で傷を負った仲間を運んで帰還  

した。以前に経過した日数を加えると、出征の期間は十日を数えるものとな  

った。  
はかりごと   

こうして好戦的な部族ボヘミア人は、裏切り者の謀によって大変な損害と  

恥辱を蒙り、勇敢で高貴な騎上を失い、ポーランド人の足Fに踏みにじられ、  

追い払われた。またボヘミア人の側に立っていたスピグニュフは24）その場に留  

まるよりも、ボヘミア人と同じように逃亡したが、その方が彼のためになっ  

た。他方、大きな戦勝の喜びのうちにボヘミアから帰国したポーランド人は、  

全能の神に永遠の感謝を捧げ、勝利したボレスワフに称賛の言葉を捧げた。  
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e3）CAPITULUM DE AUDAOIA  

BOLEZLAY ET PROVIDENTIA  

O（iuventus）inclita；moribusetnatura，；mecumsempereruditabello，  

mecumassuetalabore；：SeCurisustinete，；pariterexpectate；1etidieml）  

hodiernum，qulVOS triumphalicoronabit honore2）；Hactenus Bohemi  

sicutmonstramarinavelsilvaticadegregibusnostrisaliquidrapulSSe；  
et cum eo per Silvas aufugisse；Polonisinsultabant；et pro militia  

reputabant．：§Vos veroiamdie VIIterram eorum circuistis，；villas et  

Suburbiacombussistis，；eorumducemetexercitumcongregatumvidistis，  

；bellumquesistis；necinvenire potuistis．：Quippe aut hodie Bohemisi  

bellumnoncommiserint，；autsicommiserint，；hodieDeoiuvantePoloni  

SuaSiniuriasvindicabunt．；Et cum preliuminieritis memores estote3）  

predarum，；captivorum，incendiorum；；memores estote puellarum  

raptarum，：uXOrum et matrOnarum；：memOreS eStOte quOCiens vos  

irritaverunt；：memOreSeStOtequOCiens，1pSifugientes，；vosinsequentes  

：fatigaverunt．；Ergo sustinete modicum fratres et milites gloriosi，  

estote fortes4）in belloiuvenes meiletabundi．；Hodierna dies5）vobis  

COnferet，quOd semper optastis，；hodierna dies dolorem delebit，quem  

tantotemporecomportastis．；Iamaurora（ap）paret6），Citodiesillaglor－  

iosaexardebit，；quetradicionemetinfidelitatemBohemorumrevelabit；  

et presumptionem et superbiam eorum conculcabit7）；et que nostras et  

parentuminiuriasvindicabit∴§Diesinquam，diesilla，；diessemperin  

Poloniarecolenda；；diesilla，diesmagnaetamara，；semperBohemiset  

horrenda，；diesilla，dies Polonis gloriosa；；diesilla，dies Bohemis  

Odiosa18）；dies，inquam，Omnitripudioletabunda，；que frontes hodie  

Bohemorum humotenus inclinabit,iin qua Deus omnipotens cornu 
humilitatis nostre dextera sue magnitudinis9）exaltabit；Hac oratione  

COmpleta missa generalis per omnem stationem celebratur，；sermo  

divinus suis parrochianis ab episcopisIO）predicatur，；populus universus  

SaCrOSanCta COmmunione confirmatur∴§Quibus rite peractis，Cum Or－  

dinatisagminibusrnOreSOlitodestationibusexierunt；etsicpaulatimad  
silvarumintroitumpervenerunt．；§Cumautemadsilvastantamultitudo  

pervenissetlL）；nequelocinotitiam，nequevievestigiumhabuisset，≡unus－  
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qulSque Sibiviam per devia faciebat；et sic slgna Velordinem retinere  

iam nequiebat．；Obstrusam enim viam，qua Venerant，et OmneS alias  

audiebant；etideo perviam aliam，nOn CapaCem tante multitudinis，  

rediebant．；Dux vero Bolezlaus retro delatere dextro cum acie curiali  

Subsistebat；totumque suum exercitum sicut pastor12）egregius  

premittebat．；Comesquoque Scarbimirus ex alterolaterein silvatenui  

Bolezlauo（nesciente）1atitabat，；ibiqueBohemos，Sifortesequerentur，in  

insidiis expectabat．；§ Gneznensis etiam acies，patrOnO Polonie  

dedicata13）cumquibusdampalatinisaliisquemilitibusanimosisinplanicie  

quadam parva dominun subsistentem expectabat，；que planities silvas  

maiores a minori silva prostante dividebat.iCumque Bolezlauus ex 

Obliquosuumexercitum persilvam tenuemsequeretur，videnssuoset a  

Suisvisus，；hostesreputavitsuos，aSuisetiamhostissimiliterestimatus  

；；sedpropius（ad）invicemaccedentes；etarmasubtiliuscontemplantes，  

；slgna Polonica cognoverunt；et sic a pene cepto scelere desierunt．；  

Interim Bohemi，quaSiiam certidevictoria，nOn OrdinatiprluS Cater－  

Vatim，Sed unus ante alium properabant，；quia Polonosin silvaiam  

receptos．ad preliumirrevocabiles，inordinatos，1atitantes，dispersos se  

caperesicutleporesreputabant．；§AtbelligerBolezlauus，Visishostibus  

iam vicinis，；exclamavit：luvenes，feriendinostrum sitinicium，nOSter  

quoque finis．‡Hoc dicto，Statim venabulo primumin acie de dextrario  

Suplnavit；et cum eo simulDirsek pincerna potum alterimortiferum  

propinavit14）．；Tum veroiuventus Polonica certatimirruunt，‡lanceis  

priusbelluminferunt．；quibusexpletisensesexerunt，；clipeipaucosde  

Bohemis accedentesibiclepunt，；lorice pondus non subsidiumillis  

reddunt，；galeehonoremibicapitibusnonsalutemacquirunt15）．；  

lbiferro ferrum acuitur，  

Ibimiles audax cognoscitur，  

Ibivirtusvirtute vincitur．16）  

Corporastrataiacent，17）；sudorevultusetpectoramadent17），；sanguine  

rivimanant，；iuvenes Polonic］amant：；sic estvirtus approbandaviris，  

Sicfamamquerendo；nonpredamfurtimrapiendo；silvamquepetendo；  

rapidorummOreluporum18）；IbifulgensloricatorumaciesBohemorumet  
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Theutonicorum，：queprlma fuit．：prlmaCOrruit，；gravata pondere，nOn  

adiuta19）；Adhuc tamendux Bohemorumvice secunda，terCia，iam flore  

mi1icie prostataiacente，Suum dampnum catervas retorquens，vindicare  

nitebatur，；semperquesuorumcongeriescorruenciumaugebatur．§Scarr  

bimirusquoquecumaciepalatina20）silvuladividente，CumaliisBohemorr  

um agminibusdimicabat，；ita quod Bolezlauus de Scarbimiro velScarr  

bimirusdeBolezlauopenitus，ubistaret，Velsipreliumageret，ignorabat．  

；Ex utraque parte Mars suasvires exercet21），fortunaludit，rOta Bo－  

hemorun eversatur，；a Parcis fila Bohemorum secantur，；Cerberus ora  

VOrantialaxat，；portitor Acherontinavigandolaborat，三Proserpina  

ridet，Furieviperinasillisvestesexplicant，；Eumenidesbalneasulphurea  

parant，；PlutoiubetCiclopesdignasfabricarecoronas22）mi1itibusmerito  

Venerandis．；dentibusanguinis，linguisnecnondraconinis23）；Quidmultis  

moramur？§VidentesBohemisuamcausamdivinoiudiciononplacere；  
et Polonorum audaciam cumiusticia prevalere三suorumibimeliorum  

acie prostrata，CaterVatim，divisim fugam arrlplunt，；nec eos fugere  

Polonistatim percipiunt，：sed fugamsimularecredunt．；Convallisenim  

media quedam et silva Bohemos adiuvabat，；que fugam eorum velin－  

Sidias occultabat∴Ideo dux Polonorum Bolezlauusmi1itesimpetuosos  

presumptuose persequiprohibebat，：quia cautelam Bohemorum etin－  

sidiasdubitabat．；§Comperta tandem Polonivera fuga Bohemorum，；  

insequentesstatimlaxantsuorumhabenasequorum．；ErgopotitiPoloni  

victoria triumphali，reduendiPoloniamiterineceptum（non）differunt，；  

SuOSSauCiatosinBohemiaredeuntessecumferunt，；superioribusadiectis  

denarium profectionis numerumimpleverunt．：§ Ad hoc enim  

detrimentumetdedecusbellicagensBohemorumtraditorumfaccionibus  

est redacta，；quod pene mi1itibus probis et nobiliorbus，；Polonorum  

COnCulcata sub pedibus∴est exacta．；Ibiquoque cum Bohemis  

Zbigneus24）interfuit；cuifugissesimilter，quamibistetisse，plusprofuit．  

；§ Polonivero de Bohemia cumingentitripudio remeantes∴om－  

nlpOtentiDeo grates rependunt eternales；et Bolezlauo triumphanti  

laudes referunttriumphales．：  

1）［M］Lametationes，216．“enistaestdies，quameXpeCtabamus．”『哀歌』ニー  
六「ああ、これこそ待ちに待った日だ。」  
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2）［M］Psalm，816‖gloriaethonorecoronastieum，”『詩編』ノト人「栄光と威光  

を冠としていただかせ」。  

3）［M］Sallust，Bellum Cbttlinae，588“cam proeliuminibitis，memineritisvos   

divitias，dectlS，gloriam，・…‥indextrisvostrisportare，”サルステイウス『カティ   

リナ戦記』丘八∵ノし「戦を始める時、諸君烏、冨、名誉、栄光……が諸君の右手に掛  

っていることを思い起せ」。  

4）［M］2Samuhel，1012，“eStOvir fortis et pugnemus pro populo nostro et   

civitateDeinostri．”『サムエル記Tl－rn E－ r・二「人胆な勇卜たれ、そして我らの民  

と我らの神の町々のために戦おう。」  

5）［M］“Hodiernadies”「ノ川というuこれはウルガータに非常によく登場す  

る言葉である 

6）［M］Genesis3226．“Dimitteme，jamenimascenditaurora．”柑JJ世記，q三＝－：  

二穴「もう去らせてくれ、映の光か登るから」。  

7）［M］Levit，2619．“conteramsuperbiamduritiaevestrae．”『レビ記』二／’（一）L   

「私はあなたたちの匝】い倣憎な心を打ち砕く。」（［訳注］介†司訳は「誇りとする力」   

と訳すやゞ、原文の翻訳としてはウルガ【タ訳のガが良いと思われる。軍！ギ1嘲‾叩   
1爪「コm で王‾▼：  

8）［M］Sofonia，115・16．一Ldiesjrae diesⅢa diestribulationiset angustiaedies  

Ca】amitatisetmiseriaediestenebrarumetcaliginisdiesnebulaeetturbinisdies   

tubaeetclangorissupercivitatesmunitasetsuperangulosexcelsos’’『ゼファニ  

ヤ書』一十五「その日ほ憤ー）のLl、昌‥しみと悩みの口、荒廃と滅亡のH、聞と暗黒  

の口、芸と濃霧の［Tである。城軍部二閉まれた町に対して、また城壁の角の高い塔に向  

かい、角笛が鳴り．閥の声があがる11である」。［p］この箇所はとくに“Absolutio   

supertumulum．”「墓への働悔礼」と呼ばれ、死者を哀悼するカトリ・／クの礼拝形  

のL‡－で引用きれるものである。ボヘミアの『コスマの年代記』もがルに棲めて類似し   

た表現で一0二八年のポーランドに対するボヘミアの勝利と聖ヴォイチェフの聖遣物   

のグニュズノからの格転を賛美していることは旺11に伸する。  

9）［M］2Macchabeorum1523“mitteangelumtuumbonumantenosintimoreet   
tremoremagnitudinisbrachiitui，”『マカバイ言己二、十二丘り∵二三「あなたの大きな   

腕によって敵を恐れ震えさせるために、わたしたちの前に善き御イか－をお送r）下さい」。   

ISamuhel，21．“exaltatumestcor71unleuminDomino”rサムエル記上、ニー   

「主にあってわたしは角を高く1二げる」。  

10）［p］ここから、ポーランドの司教達も．LH子山二参加したこと、また軍隊の編成も、多  

少とも教区に対応した地域に従ってなされたということが窺える。  

11）［M］ツイドリーナ川に注ぎ込むトルティナ川における戦。rコスマの年代記』第三  

巻第三十六帝はそれを描いている。  

12）［M］Isaias，4011．“sicutpastorgregemsuumpascet．”『イザヤ書』川十r・L一  

「羊飼し－として群れを養い」。  

13）［P］聖ヴォイチェフに捧げらオLたダニユズノの部隊。おそらく、アニユズノの大司  

教の部隊が念豆削二あるのであろうし▲  

14）［p］酌頭の仕事への哨ホ。ティエルジクが誰かは不明である。  

15）［M］Isaias，5917‖etgaleasa】utisincapiteejus．”『イザヤ書』五九一七「救  

いとして兜をかぶり」。  

16）［B］二重音節の脚甜をもった三連のトロカイックの詰。  

2β   
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17）［M］Iliaslatina，482“sanguinemanethumus．campisudoremadescunt，”『イリ  

アス（ラテン訳）』四八二「人地に」仙は流れ、野は汁で濡れる」。  

18）［M］Genesis．4927．“Benjaminlupusrapax．”『創世記』四九ニセ「ペニヤミ  

ンは強欲な狼」。  

19）［M］これは、おそらく『コスマの年代記』第三巻第三十六章で述べている、ブザの  
息子デトリセクの率いる部隊であった。  

20）［M］すなわち宵弓】仙の軍隊。  

21）［M］Vergi】ius，Geo7gicsト511，”saevittotoMarsimpiusorbe．‖ヴュルギリウス   

『農耕詩』－一巻五・‥「非道なマルスが全地を慮れ阿る」。  
22）［B］欠陥のあるへクサメトロの詰。  

23）［p］L述の箇所は、［1．代ギリシャ、ロ【マの諸々の表象から取られた神話の知識の  

奇妙な混合から成り立っている。マルスは戦の神であった。バルク達は、人間の生活  

を監視する神々であった。ツェルーヾルは、三つの頒を持った犬であり（そこから人食  

のUを持つ、ということがHl来する）、黄泉の同の入1Jの番犬である、アケロン（黄  

泉の国の川。死者の魂はこれを渡ってその国へ入る）の渡し守はカロンである。）プロ  

セルピーナは7Dルトーの妻であり、黄泉の凹の女王であるが、いまだかつて嘲笑する  

者として紹介されたことはなかった。フリアとエウメニデスは、同じ復讐の神のラテ  

ン名でありギリシャ名である。彼らは蛇の衣を身につけていたのではな〈、その髪が  

蛇であった。彼らの硫黄の浴場も、蛇の歯と竜の古からできている冠と同様に占代の  

神話の産物ではない。年代記作者はこの冠の作成をキクロペスに負わせてし、るか、占  

代の神話は、彼らをプルトーの僕にせず、ブルカンの僕にしている。  

24）［M］十に音節トロカイックの詩。  

92   

第二十四章 ポーランド人によるプルスの地の窺掠   

さて、疲れを知らないボレスワフは、冬の季節に1）、怠惰な人が閑暇のうち  

に身を休めるのとはちがって、氷結した隣の北国プルスへ攻め入った。蛮族  

を征服せんとしたローマの元首ですら、備えのある砦の中で冬を越し、冬の  

間は決して戦をすることはなかったのに2）。   

さて、この他に赴いた時、ボレスワ7は湖や沼の氷を橋として利用した。  

というのは、その国においては、誰も湖や招を除いては、その国への入［】を  

どこにも見つけることができなかったからである。こうしてボレスワフは、  

湖と沼を渡り、人の住む土地に入ったのであるが、一つの場所に留らず、砦  

も町も包国しなかった。というのは、そこには何もなかったからである。実  

際、この地方は、地勢や自然的条件において、湖と沼に守られた島のようで  

あり、世襲的な割当地が農民や住民に配分されていた3）。  

29  

九  
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さて、戦好きのボレスワフは、この野蛮な国を到るところ駆け巡り、移し  

い戦利品を集め、成年の男女や少年少女、男女の奴隷や奴女卑を数えきれない  

程多く捕え、多くの建物と村々を焼い払い、戦を交えることなく、これらす  

べての戦利品を奪ってポーランドに帰った。もっとも、戦こそこれらすべて  

のものに勝って彼が願っていたものであったが。   

C4）CAPITULUMDEVASTACIONETERRE  

PRUSSIE PER POLONOS   

Iteminpiger Bolezlauusyemalitemporel）non quasidesidiosusinotio  

requievit，；sed Prussiamterram aquilonicontiguam，；geluconstrictam，  

；introivit，；cum etiam Romaniprincipes；in barbaris nationibus  

debellantes，；in preparatis munitionibus yemarent，；neque tota yeme  

militarent2）．；Illuceenimintroiens，glacielacuum etpaludumproponte  

utebatur，；quia nullus aditus aliusinillam patriam nisilacubus et  

paludibusinvenitur．；Quicumlacus et paludes pertransisset；etin ter－  

ramhabitabilempervenisset，；noninunolocoresedit，；noncastella，nOn  

civitates，quiaibinulla，Sibiobsedit，；§ quippe situlociet naturali  

positione regioista perinsulaslacubus et paludibus est munita；et per  

SOrteShereditarias ruricolis ethabitatoribus dispartita3）；Igitur belliger  

Bolezlauusperillambarbaramnationempassimdiscurenspredaminmen－  

Sam Cepit，；viros et mulieres，puerOS et puellas，：SerVOS et anCillas；  

innumerabiles captivavit，；edificiavi11asque multas concremavit，；cum  

quibus omnibusinPoloniam sineprelio remeavit，；quod preliumtamen  

invenireplushiisomnibusexoptavit．；  

1）［M］－一－一○年から一一一一年にかけての冬、Maleczynski，BolestawKrzymous抄  

p．98．   

2）［P］ローマの軍隊が冬の陣常において、要賽化した砦の小を越冬するという記述は、  

しばしばカエサルの『ガリア戦記』に登場するところである。しかし年代記作者がこ  

の作品を念豆削こおいていたかどうかは不明である。   

3）［p］“sortes’’“2reby”「割当地」この箇所は、第二巻第四十二幸とともに我々  

に、古いプルスの社会的政治的構造について、貴重な、また極めて古い情報を提供し  

ている。  

九  
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第二十五章 ボレスワフとズピグニエフとの偽の和  

解について  

こうして、前に述べたように、ボレスワフは敵を鎮圧したあと、ボヘミア  

公に対して1）、以前に言及したボヘミア公の一一番下の弟に2）若干の町を与える  

こと、また彼を世襲地に受け入れることを強要した3）。このことがなされた時、  

ズビグニュフは弟ボレスワフに使者を送り、ボヘミア公がその弟にしたよう  

に、自分に父の世襲地の一部分を譲ってくれるように恭しく懇請し、さらに  

この他の点では決してボレスワフと同等の地位を持つことなく、騎士が君主  

に対するように、常に、そしてあらゆる点で弟に従う、という約束を付け加  

えた。というのは、ズピグニュフはすでに、皇帝によっても、ボヘミア人に  

よっても、ポモジャ人によっても勝利を収めることができないと悟り、力や  

武器によって手に入れることができなかったものを、謙遜と兄弟愛に訴える  

ことによって得ようとしたからである。確かにこれらの言葉は立派で穏かで  

あるように思われた。しかし言葉に表わされたものと胸の中に隠されたもの  

とはおそらく別のものであった4）。しかしこの点について述べることはしかる  

べき場所に取っておくこととして、ボレスワフの返答について耳を傾けよう。   

ボレスワフは、非常に謙った兄の嘆願のうわさを聞いた時、何度もくりか  

えされた偽誓、幾度も蒙った不義不正、ポーランドへ外国人を引き込み、そ  

の案内人となったことをも忘れ、自分の怒りを和げ、ズピグニュフを、以下  

のような条件の下にポーランドに呼び戻した。その条件とは、ズピグニュフ  

の謙遜の心が使者の言葉に違わず、ズピグニュフが自らを君主でなく、騎士  

身分の者と見倣し、以後も引き続きいかなる倣慢な態度も、またいかなる君  

主権力をも誇示しなければ、兄弟愛にもとづいて若干の城を彼に与える、と  

いうものであった5）。さらにまた、ズピグニュフの中に、真の謙遜の心と真実  

の愛情が認められるならば、常に一日また一日と彼の地位を引き上げるが、  

それとは逆に、心の中に以前の慢心と不和を隠していれば、公然たる不和対 ○  

立の方が再びポーランドに新たな分裂が生じるよりもましであろう、という  

ものであった。   

しかしながら、ズピグニュフは、愚かな人々の唆しに身を委ね6）、服従と謙  

譲の約束をほとんど意に介さず、ボレスワフのもとへ謙った態度ではなく、  

．■〃   
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不遜な態度でやってきた。それは永年の追放によって罰せられ、多くの労苦  

と不幸によって疲れ切った人の態度ではなく7）、むしろ、→国の君主のように、  

自分の前に剣を持たせ8）、太鼓やツィターを奏でる楽団を先行させ9）、自らを、  

臣従する者でなく統治する者として誇示し、自ら弟の下に軍役奉仕する者で  

なく、弟の上に命令する者として振舞った。しかしこの出来事は、賢人達に  

よって10）ズビグニュフがおそらく考えたこととは別の方向に解釈された。彼ら  

はボレスワフに以下のような忠告を与えたが、ボレスワフはそれを信じたこ  

とをすぐに後悔し、またその忠告を実行に移したことをいつも悔やむことに  

なった。すなわち、彼らは次のような言葉によってボレスワフの人間的な感  

情11）を揺り動かしたのである。「ズピグニュフという人物は、非常に大きな不  

幸によって打ち砕かれ、長い流刑によって回を追われていたので、はじめて  

の接見の時にも、今なお個々の問題につし、て確信が持てなかったにもかかわ  

らず、非常な高慢と尊大の心を抱いて登場した。もしも彼にポーランド王国  

の若干の権力を譲ることになったら、将来彼は何をするであろうか。」と。彼  

らのうちの一人はさらに、より危険な内容を付け加えた。すなわち、ズピグ  

ニュフは、ある氏族出の者を見つけ糾し、彼が裕福な者であるか否かにかか  

わりなく、その人物とある約束を取り決め、過当な時に′ト刀か何かの鉄片で  

ボレスワフを刺し殺し、しかもその時、殺害者自身が死の危険を免れていた  

ら、彼に大いなる名誉を与え、彼を公としての地位に引き上げるという約束  

をした、というのである。しかし我々はその企てが、非常に憶病で非常に単  

純なズビグニュフ自身によって考え出されたというよりは、邪悪な助言者に  

よって考案されたと信じたい。   

それゆえまた、国の統治の任にある血気盛んな年頃の若者が、死の危険か  

ら身を避け、すべての肝計を退けて安泰に統治していくために、怒りに駆ら  

れて、しかも賢人達の忠告に従って、何らかの非行12）を行ったとしても決して  

不思議なことはないであろう。しかしながら、誰もこの罪が、唆しによって  

ではなく、また無鉄砲な衝動から、また熟慮からではなく、事の成り行き13）か  

らなされたことと考えるべきではないであろう。というのは、もしもズピグ  

ニュフが、虚栄の束梓をふりかぎして君臨する君主のようでなく、同情を懇  

請する人のように謙った態度でポーーランドに戻ってきたら、ボレスワフ自ら  

も回復しえない程の災いに陥いることもなかったであろうし、他人を痛まし  
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い罪に陥れることもなかったであろう。それではこれからどうすればよいの  

だろうか。ズピグニュフを責め、ボレスワフを弁護すべきであろうか14）。決し  

てそうではあるまい。軽率な怒りと事の成一）行きから犯された罪の方が、熟  

慮の上で犯された罪よりも小さい。しかしながら、我々はまた、故意に犯さ  

れた罪に対しても慨悔を拒まず、この憾悔においても、人格と年令と将来性  

を考慮に入れる。というのは、一度犯された、取り返しのつかない悪から、  

再びさらに大きな悪が生じないようにすべにであー）15）、また医者は、治癒しう  

る人を、適切な治療法によって救うべきであるから。それゆえ、一方におい  

て遂行されてしまった事柄は元の状態にもどすことができないのであるから、  

病弱ではあるが、まだ治癒しうる他方の者を、賢明な注意深い配慮によって  

名誉ある地位に保っておくことは必要なことであろう16）。肉体的に病弱な者に  

は肉体的な援助を施さねばならないが、それと同じように、霊的に弱い者を  

霊的な薬によって支えねばならないことは、よく知られたことである17）。従っ  

て我々は、ボレスワフを、彼がこのような事柄を行ったという点において非  

難しつつも、その身にふさわしい憾悔を行い、非常に謙った態度を表したと  

いう点においてボレスワフを称賛しようと思う。   

確かに我々は、はじめての1即四十日間の断食を行い、断えず灰のqりこ居て粗  

布をまとい19）、地に伏し、涙と嘆息で濡れ、人との交わりも会話も断ち20）、地  

面を食卓とし、藁を食卓の布とし、黒パンを食物、水を酒と見倣した、この  

ような優れた人物、このような君主、このような立派な若者を、まさにこの  

目で見たのである21）。さらに、司教、傾通院長、司祭達は、各々そのミサと断  

食によって、分相由こ彼を肋け、すべての特別の祝祭F1には（22）、とr）わけ教  

会の聖別式において、教会法の権威にもとづいて、幾分彼の断食を軽くした。  

さらに彼自身は、毎日罪人や死者のためにミサを催し、詩編を歌わせ、貧し  

い人々に食事と衣類を恵むことによって大いなる慈悲の心をもって彼らを慰  

めた。しかし、これらすべてのことに勝っでl戟悔にとって特別に意義あるこ  

とと思われるのは、主の権威ある命令に従って23）、ボレスワフが兄の心を満た  

し、赦しと和解をノ得たことである24）。またボレスワフは、憤悔から、極めて重  

要なもう一つの果実を引き出した。それは、このように強大な君主の行った  

こととしては、すべての憤悔人の模範とみなしうるものである。   

確かに、公国でなく、自ら大きな王国を統治し、またキリスト教国、異教  

エフ   
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国を問わず敵対する様々な国について不安を抱きながら、自らと自らの保護  

すべき王国とを神の権能に委ね、会見の機会に25）、大いなる敬度の心を抱いて  

聖エギディウスと聖ステファン王への巡礼の旅に出たのである26）。しかもこの  

ことをボレスワフはわずかな人々に告げただけであった27）。   

もし、巡礼にともなうこのような大きな労苦について、分別ある司教と修  

道院長が、その慈愛に満ちた好意から、そのミサと祈両割こよってこの断食を  

中断させることがなかったならば、ボレスワフはこの断食の四十日間のすべ  

ての日々28）、ただ水とパンからなる食事に満足して、断食を続けたであろう。  

また日々宿泊所から長い時間をかけて司教や司祭達とともに足で歩き、また  

時には素足で歩行し29）、その間、永遠の処女マリアのための祈藤と30）一日の時  

頑と、また遠藤とともに詩編の俄悔のための七つの詩を唱え、またしばしば  

死者のための徹夜の祈りのあとに詩編の一つを付け加えた。そしてこの巡礼  

の道中すべてにおいて、貧者の足を洗い、喜捨を施すことに大変な敬度と熱  

意を示したので、彼に助けを求めようとした貧しい人で、それを得ることな  

く立ち去った人は誰もいなかった。どの場所であれ、北の公31）が司教座や修道  

院や司教座聖堂主席司祭のいる場所に到着すると、当地の司教や修道院長や  

司教座聖堂主席司祭や、また二・三度はハンガリア壬コロマン自身が、整列  

した行列を従えてボレスワフを出迎えた。他方、ボレスワフ自身は、常にど  

こでも教会に対して、なにがしかの贈物を献げたが、主要な場所には、ただ  

金と高価な衣だけを贈った。そしてハンガリア全土を通じて、ボレスワフは  

宗教的、霊的な点においても司教や修道院長や司教座主席司祭によって恭し  

て受け入れられたが、世俗的な奉仕の点においても、彼らによって心を込め  

た備えが用意された。ボレスワフも彼らに贈物を与え、他方彼自身も彼らか  

ら贈物を受け取った。∃二や家臣や僕達はどこへでも彼に随行し、王の服心の  

者は、どこでボレスワフが心よく持て成され、またどこで不愛想に受け入れ  

られたかを観察し、主に報告した。ボレスワフを温く、また恭しく迎えたと  

思われる人は誰でも、士の友となり、疑いもなく壬の恩顧を得ることができ  

ると言われた。   

さて、ボレスワフは、このように深い霊的献身と、このように大きな世俗  

上の敬意を受けて巡礼から帰ったが、自分の王国に帰っても、憤悔の生活と  

巡礼の慣行を止めず、主の復活祭を祝うために、再び同じ巡礼の企てを抱い  
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て、福者、殉教者アグルベルトの墓へと赴いた32）。一日また一日と聖殉教者の  

場所33）に近づけば近づく程、それだけますます敬度な心を抱き、涙と祈りの中  

を素足で進んでいった。聖なる殉教者の町と墓に着いた時、どれ程の喜捨が  

貧者に施されたことか。また教会においては、その祭壇にどれ程の豪華な品々  

が供えられたことか。彼の行いの証として、一つの黄金の品が存在している  

が、それはボレスワフが自分の敬度な信仰と慨悔の印として、聖なる殉教者  

の聖遣物に寄贈したものである。その棺は、その値において金と劣らない真  

珠や貴金属の他に純金80マルク34）を含んでおり、また司教や諸侯、司祭、司祭、  

数え切れない程多くの騎士に対して、聖なる復活祭の儀式を大変衰勢に、物  

惜しみせずに催し35）、有力者達にも、また有力者でない者にも、一人一人高価  

な衣を与えた。また神聖な殉教者の参事会月や教会の監督や従僕や町の市民  

に対しては、以下のような気前のよい布告を出した。すなわち、すべての者  

は例外なくその身分と地位に′応じて衣や馬やその他の贈物を受けとる名誉に  

浴する、と。   

こうして、この巡礼は、敬度な信仰心によって成就されたのであるが、し  

かしこの事柄は、前に語られた城攻めの話36）を我々の記憶の中心から消し去る  

ものではない。誰であっても、こうした話し方を転倒した順序37）と考えるはず  

はないであろう。なぜならもしその城攻めの話を挿入したとすれば、始めら  

れた物語の秩序を乱すことになったであろうから。  

CZ5）CAPITULUM DECONCORDIA  

ZBIGNEY FALSA CUM BOLEZLAO  

Hostibusitaque Bolezlauus，Sicut dictum est，refrenatis，；ducem  

Bohemicuml）coegit fratrem minimum2），quem Supra diximusin herL  

editatis sortem recipere，quibusdam civitatibus sibidatis3）；Quo facto  

Zbigneus BolezlauofratrisuolegationemmisitmisericorditersupplicanL  
do，quatinusaliquamparticulamhereditatispaterne，Sicutdux Bohemor－  

umsuofratri，Sibiquoqueconcederet，；eacondicione，quOdnullatenusin  

aliquibusillicoequaret，；sed sicutmi1es domino semper etin omnibus  

Obediret．；Iamenim nec percesarem，neCper Bohemos，neCper Pomor－  

anossepossevincereconfidebat，≡sedquodviribusetarmisobtinerenon  
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poterat，；humilitate saltim et fraterna karitate presumebat．；Verba  

quidemsatisbonaetpacificavidebantur，三sedaliudpromptuminlingua  

forsanetaliudclausuminpectoretenebatur4）；Sedhecdicendasuoloco  

differamus，；et Bolezlauiresponsionem audiamus．；§ Audita fama  

fratristamhumi11imasupplicatione，Bolezlausaperiuriistottransactis，；  

abiniuriistotillatis，三abalienisgentibusinPoloniamintroductis；1gnOS－  

Cendo，Suum anlmum mitigavit；et Zbigneum cum verbis huiuscemodi  

COndicionisin Poloniam revocavit；；videlicet siverbis suelegacionis  

menshumilisconcordaret；etsisepromi1itenonprodominoreputaret，  

；necullamsuperbiamdeinceps，neCullumdominiumostentaret，；frater－  

nakaritatequedamcastellasibidaret5）；Etsiveramhumi1itatem；ineo  

Veramque karitatem；prospiceret，≡semper eumin melius die cottidie  

promoveret；；sinverocontumatiamillamantiquamincordediscordiam  
OCCultaret，；melius esset apertam discordiam，quamiterum novam  

Seditionemin PoIoniam reportaret．；At Zbigneus stultorum consiliis  

acquiescens6）promissesubieccionisethumi1itatisminimerecordatus，；ad  

Bolezlauum non humilitersedarroganterestingressus，：necsicuthomo  

longotamexiliocastigatus，；tantisquelaboribusetmiseriisfatigatus7）．；  

ymmosicutdominuscumenseprecedente8），；cumsimphoniamusicorum  

tympanis et cytharis9）modulantium precinente，；non se serviturum sed  

regnaturum；designabat，：non se sub fratre militaturum，三sed super  

fratremimperaturum；pretendebat；§Quodquidamsapientesinpartem  

aliam，quam Zbigneus forsan cogitaverat，mOVeruntlO）；et consilium  

Bolezlauo tale suggesserunt，；quod se statim credidisse penituit，…  

Semperque Se fecisse penitebit 三talibus videlicet verbis mentem  

humanamll）accendentes：§Hic homo tantis calamitatibusCOntritus，；  

tamlongo exiho detrusus，；aditu primo cum tanto fastu superbie de  

Singulisadhucincertus；ingreditur；；quidfacietinfuturo，Sisibipotestas  

aliquaderegnoPolonieconcedatur；A］iudquoquemaiusetpericulosius  

asserentes，quOdipse videlicet Zbigneus quemlibet cuiusque generis，  

divitemsivepauperem，iamrepertumetconstitutumhaberet，：quiBolez－  

1auum oportuno sibiloco considerato velcultello velalio quolibet fer－  

ramento confoderet；；quem homicidamipse，Situnc mortis periculum  

evitaret，；honoris 

Sed nos magis credimus abipsis malis consiliatoribus hoc fuisse：  
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machinatum，；quam umquam abipso Zbigneuo，Satis humili；satisque  

simplici；tale facinus cogitatum．；§Ideoqueminus miradumiuvenem  

etate florentem，；inimperio consistentem，；iracundia stimulante，；  

sapientumquoqueconsiliosuggerente，；quodibet facinus12）perpetrare，；  

quomortispericulumevitaret；etsecurusacunctisinsidiisimperaret．；  

Nullustamencredatilludpeccatuminslprationefuisseperpetratum，；sed  

ex presumptione，；non ex deliberatione，；sed ex occasione13）；  

propagatum．；Sienim Zbigneus humi1iter et sapienter adveniret，Sicut  

homomisericordiam petiturus，：nOn Sicut dominus quasivanitatis fas－  

Cibusregnaturus，：neClpSemetindampnumirreparabilecorruiset∴nec  

aliosin crimenlamentabile posuisset．；Quid ergo？Accusamus  

Zbigneuum三et excusamus Bolezlauum14）？Nequaquam．Sed minus est  

peccatumira precipitacionis ex occasionedata perpetrare，：quamillud  

faciendumipsadeliberationepertractare．；Nosveronecpeccatodeliber－  

ationis penitentiam denegamus∴sedin penitentia tamen personam，  

etatem，OpOrtunitatem perpendamus．：Non enim convenit post malum  

irreparabiliter perpetratum malum peluS eVenire15）；sedilli，qulSanari  

potest，decetmedicumdiscretionismedicaminesubvenire．；§Quapropter，  

quia quod factum estin altera partellOn pOteStin statum pristinum  

restaurari，；oportet parteminfirmam，medicine capacem．in statu  

dignitatisvigilantistudiodiscrecionisconservari16）；Undeconstatinfirmo  

COrpOralitercorporalisubsidioministrari；etinfirmum（spiritaliter）spir－  

italimedicaminesustentari17）．：SedquiBolezlauuminhoc，quOdtale，quid  

egerit accusamus，；in hoc tamen，quOd digne penituerit；et satis  

humiliaverit，；collaudamus．；Vidimus21）enim talem virum，tantum  

prlnClpem，；tam deliciosumiuvenem：prlmam karinam18）ieiunantem，：  

assidue（in）cinere et cilicio19）humiprovolutum，；1acrimosis suspiriis  

irrigatum，；abhumanoconsortioetcolloqulOSeparatum20）；humumpro  

mensa，herbampromantili，panematrumprOdeliciis，aquamprOneCtare  

reputantem；§Preterea pontifices，abbates，preSbiterimissis etieiuniis  

eum qulSque prO Suis viribus adiuvabant；etin omnisollempnitate  

precipua22）velin ecclesiarum consecrationibus aliquidsibidepenitentia  

CanOnica auctoritate relaxabant∴InsuperlpSe missas cottidie pro pec－  

Catis，prOdefunctiscelebrari，；psalterLaqueCantari；faciebat；etinpas－  

Cendisetvestiendispauperibusmagnecaritatissolatiumimpendebat．；§  
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Etquodmaiushiisomnibusetpreclpuuminpenitentiareputatur，；auctor－  

itate dominica23）fratrisuo satisfaciens．concessa venia concordatur24）；  

Unum quoque Bolezlauusfructum（tulit）penitentie satis dignum，三quod  

potest reputaride tanto principeCunCtis penitentibus quasisignum；§  

Namcumipsenonducatum，Sedregnummagnificumgubernaret；acde  

diveris et christianorum et paganorum nationibus hostium dubitaret，；  

Semetipsumregnumquesuumservandumdivinepotentiecommendavit；  
etiter peregrlnaCionis ad sanctum Egidium；sanctumque regem  
Stephanum26）occasionecolloquii25）．paucissimishocrescientibus27）summa  

devotione consumavit；Omnibus quippe diebusi11ius quadragesime28）；  

SOla contentus panis et aque refeccione；ieiunaret，；nisitantilaboris  

OCCaSione；discrecio presulum et abbatummissis et orationibusillud  
ieiuniumcaritatisobsequiovi01aret．；§Singulisquoquediebusabhospitio  

tam diu pedibus quandoque nudis29）；cum episcopis et capellanis；  

incedebat；donec horas perpetue Virginis dieique canonicas30）VIIque  

psalmos cumletania penitentiales adimplebat；et plerumque cursum  
psalteriipostdefunctorumvigi1iasadiungebat．；Inpedibusetiampauper－  

um abluendis，；in elemosinis faciendis；ita devotus et studiosus per  

totamviamilliusperegrlnaCionisexistebat，；quodnullusindigens三abeo  

misericordiamquerens；sinemisericordiarecedebat．：§Adquemcumque  

locumepISCOpalem，Velabbaciam，Velpreposituramduxseptentrionalis31）  

Veniebat，；eplSCOpuSlpSluSloci，Velabbas，Velprepositus etipse rex  

Vngarorum Colummannus aliquociens obviam Bolezlauo cum ordinata  
processione procedebat．；lpse autem Bolezlauus ubique semper aliquid  

perecclesias offerebat，；sedini11islocisprlnClpalibusnonnisiaurum et  

pal1iaproferebat．；EtsicutreligiosepertOtanVngariam abepiscopiset  

abbatibus et prepositis recipiebatur，：ita munifice sibicorporale ser一  

vitiumabipsISCumSummadiligentiaparabatur；etipsosipsedonabatet  
ipseabipsisdonabatur∴§Ubiquetameneumministriregisetservitium  

sequebatur；etubiBolezlauusdiligentiusvelnegligentiusreciperetur，；  

notificandum regia suis familiaribus notabatur．；Et quicumque  

diligentius eum et honestius reclpere Videbatur，；amicus esse reglS，Vel  

gratiamindeconsequlSinedubiodicebatur．：Cumtalidevocionespiritali，  

…talique veneracione temporali；Bolezlauus de sua peregrlnaCione  

remeavit；；neque tamenin regnum suum rediensvitam penitentis…  
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habitumqueperegrinacionis…abnegavit，；sedadsepulchrumusquebeati  

martiris Adalberti32），paSCha Dominicelebraturus，Cum eOdem pere－  

grinacionis proposito perduravit．；Et sicut cottidie propius adlocum  

SanCtimartiris33）accedebat，；tantodevotiuscumlacrimisetorationibus  

nudis pedibusincedebat；Cum autem ad urbem et sepulchrum sancti  

martirispervenisset，quantaSelemosinasinpauperibuserogavit，；quanta  

perecclesiametinaltaribusornamentapresentavit，；opusaureumexistit  

Operationisargumentum，：quOdfecitBolezlauusreliqullSSanCtimartiris  

in sue devocionis et penitentie testamentum．；§Ini1lo namque feretro  

aurlpurissimioctogintamarcecontinentur34），：exceptlSperlisgemmlSque  

PreCiosis，queminorisquamaurumpretiinonvidentur．；IneplSCOplSVerO  

Suis，；inprincipibus，；incapellanis，：inmilitibusinnumerisitamagnifice  

ac munifice pascha sanctumilludgloriosissimum celebravit35），；quod  

singulos maiorum et peneminorum pretiosisvestibus adornavit，；§De  

CanOnicisautembeatimartiris，：decustodibusecclesievelministris．；vel  

de civibusipsius civitatisitaliberaliter ordinavit，；quod omnes，nu1lo  

pretermisso，Velvestibus，；velequis，Velaliismuneribus；unumquemque  

proqualitatedignitatisetordinishonoravit．；§Hacitaqueperegrinatione  

；tamreligiosadevocione；completa，；nonideotamenestobsessiofacta  

prius36），decordisnostrimernOriasicdeleta，；§necdebetquisquamillud  

preposterum ordinem37）reputare，；quod，Sifueritintersertum，POterit  

Ceptenarrationistotamseriemperturbare．；  

1）［P］ウァディスワフ公。   

2）［P］ソビュスワフ。第三巻第二仁章参照。   

3）［P］ソビュスワフは実際に、兄から一一一一年、ジャテツ2atecの城とそれに属  

する地方を受領した。『コスマの年代記』第三巻第三ト七草参照。   

4）［M］Sallust，Bellum Cbtilinae，10－5，“aliudclausuminpectorealiudinlingua  
promptumhabere，”サルステイウス『カティリナ戦記』十，五「胸の中に隠された  

ものと＝に出すものとは別物」。   

5）［P］十三世紀の資料、『ヴィェルコボルスカ年代記』は、ズピグニュフはシュラツ 八  

地方に若1二の柴を受領したと記している。   

6）［P］ガルはつねに、全く我々には知られていない、ズピグニュフの邪な助言者の役  

割を強調している。   

7）［M］Sal】ust，Bel［umIugurthinum，765．‘LRomaninlulto antelaboreproeliis－  
quetatigati，”サルステイウス『ユグルタ戦記』七六五「労苦と戦で非常に疲れ切  

ったローマ人は」。   

8）［P］自分の前に剣を持たせることは、彼の上位権力たることの象徴であった。たと  
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えば、－○一二年のメルセブルグでのボレスワフ・フロ7－リや、一・三」こ年のボレス  

ワフ・クンヴウステイのように、ドイツ髪帝の前でも、独立Lた権力を持った君主は  

荘重な石列において剣を持たせた。『ティトマ→ルの年代記』第・巻第人草のイエド   

リッキの注参照。［訳注］このイエドリッキの注においては、逆にこの儀式が、則を   

持たす者の地位の従属性を象徴するものであるとする見解も紳介されている（H．   

Zeissberg，RfIoltzman．等）（，Kronika mielmaTtl．M．Z．Jedlicki，Poz11an，1953．  

9）［M］Iob，21Y12，“tenenttympanumetCitharam，‖『ヨブ記』二／一L・二「太鼓  
や竪琴を奏でる」。  

10）［p］我々はこの「賢人達」の小に7ヴダンツイ家の人々の姿を兄い出すことができ  

るだろう。  

11）［P］L’mentemhumanm・”「人耶］感情」口－hそらく＼「薬種で親切な軋と   

「人間的に欠陥のある、弱い面」との双ノブを含んでし、るのであろう。  

12）［P］‘LfacitluS’’r非イi」←ガルは自分の成肴の前に、ズピグニュ7の最後の運命  

について秘密にしている。彼と同時代の人々にとって、と〈に年代記執筆の時期に、   

事件の厄後においては事態を完全に明らかにすることは余計なことであった．ゝなぜな  

ら、すべての人が何が起ったかを知っていたからである。我々はコスマとヴイセンテ  

ィから、ズビグニュフがポーランドに帰ってすぐに抑えられ、盲にされたことを知っ  

ている。その後に続いて苦かれてし、るクシヴウステイの慨悔は、近親者殺害に対する  

典型拍勺な憾悔である。  

13）［P］“exoccasione’’この句は、ラテン語のテキストにおいて、かな；，ずしも   

意味が明らかでない。ポーランド語の訴“podwpIywenokoliczno昌∈”「情勢の力に  

おされて」一は、JILその意味を表わしているにすぎない。  
14）［M］ガルはズビグ、ニュフの悲劇的運命につし、ては・言も触れていない。『コスマの  
年代記』第三巻第三「四章は、・－一－○年にズピグニュフは祝儀二を奪われたと明確に  

述べており、グロデ、ソキもその点を確認Lている。Grodecki，Gallp．169．グンプロ  

ヴィッナは、角瓶那．p．94．で、ズピグニュフが盲にされたのは、‥一－一一 年だと述   

べている。パルゼルはGenealLgia p．117．サブi；Lフスキは、“Okresdo schytka  

XH w．p．88で、それはおそ〈とも－一一r一二年ごろに生じた事件であると述べてい  

る。もしガルの最終章が善かれた時期を、グロデッキが想定した時期とすると、ズビ  

グニュフは、一－一一二年の十二†1二iL「1¶その日はボレスワフがポモジャから帰  

った日である¶一の後で、またおそら〈－一一一二年の四旬節の断食のはじまる前（二  

月一九日）に、盲にされた。この事件とその年代についてはMa】eczy舌ski，Boles！au）  

〝7耳γ細0γ‘∫か4649．  

15）［P］“malumpeiusり－“ZIojeszczegorsze、「さらに大きな悪」－これは、  

ポーランドにおし、て、兄弟殺Lの犯人たるクシヴウステイから‡1三位を剥奪すべし、と  

し、う声が存在していたことを示している。  

16）［M］ボレスワフから王国を剥奪するという動きをこの筒所から推し量っていいだろ  

うか。  
17）［M］聖ベネディクトの規則。  

18）［P］“primamkarinamieiunatem’’ThはじめてのPLt十しj間の断食」－－この言葉  

の意味するところは次のようなものである。すなわち、以下に描かれる四十日間の断  

食は、はじめて重大な非術を犯した罪人に関わるものであり、再犯の者はさらに厳し  

い断食を課されることになる、とし、うものである。  

19）［M］Mattheus，1121”inci）icioetcinerepaenitentiamegissent．”『マタイによ  
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る福音割十一一・二十一「粗布をまとい、灰をかぶっで悔い改めたにちがいない」。  

また同様に『ルカによる福青書』十一三 を典拠をする。  

20）［M］このような慨悔のあり方から、ボレスワフは大司教マルチンによって、兄弟殺  

しの故に確門されたという推定がなりたつかもしれない。  

21）［訳注］“vidimus”「兄f＝」▼この詩集をめぐって、見解が分れている。プレジ  

は「臼撃する」「この「1で見る，jと解し、作者ガルがボレスワフの俄悔の場にいあわ  

せたと主張するが、マレテンスキ、St．ケンナシンスキはそれを否定する。 St．  

Ketrzyniski，“Gall－Anonimijego Kronika，”in R（）41t7uV PoIskd  

＝州－り■ll／〃心1イ■■J．ヾ小．  

22）［M］と〈にエビファニア祭（御公現の大ノ睨【1）と聖母マリアお潔めの祝口。  

23）［p］“auctoritatedominica”l主の権威ある企に従って」『マタイによる福音  

書』五二三に依る。「だから、あなたが察檀に供え物を献げようとし、兄弟が什分  

に反感を持っているのをそこで思い山したなら、その供え物を祭輯の前に置き、まず  

行って兄弟と仰直りをし、それから帰って釆て、供え物を献げなさい」。  

24）［P］ここから、次のことか推測される。すなわち、ズピグニュフは、刑の執行後も  

なお一定の期間生きていたこと、また死ぬ前にボレスワフとの間に一定の和解が生れ  

たということ、である。  

25）［M］ボレスワフは、故意にコロマンと会見したように思われるが、それは、大司教  

マルチンが決めたボレスワフの破ll【】を解くための協議をコロマンと共同で行うためで  

あったと思われる。  

26）［M］／＼ンガリ7北部のスミギエンシス修道院（ソモギヴアールSomogyvar）。そ  

こにハンガリ7工ウァアイスワフによって建立された聖エギディウスの佗通院があっ  

た。聖ステファンへの巡礼とは、小郡ハンガリ7のビァウォグロッドBialogr6dの  

巡礼地＜，後にバゾアリウムBozoavium と呼ばれた′，  

27）［れⅠ］このコロマンとの会見で仰がなされたか、については、ガルは尚書官ミハウか  

ら聞くことができた。  

28）［P］すなわち、一「一－一二年の二月卜九Flから同年四月五日まで。  

29）［M］IISamuhel，1530．“Davidascendebat”””nudispedibusincedens．”『サム  

エル記下』十ム三O「ダビデは、はだしで歩いて……登っていった。」  

30）［P］「永遠の処女マリアのための祈癖」クンヴウステイが特に好んだ礼拝式。  

31）［P］ボレスワフ・タンヴウステイ。  

32）［B］7グルベルトの聖遺物は一○三九年九月り「］より今「ほでプラハに存在してい  

る。グニュズノからプラハへそれが格された過程の詳しい描写は『コマスの年代記』  

第二巻隠三尊から第：7こ章の記述の中に見ることができる。グニュズノの7グルベルト  

の墓は、望遠物のプラハへの移転の後も、聖なる場所として、多くの崇敬を集めてい  

た。  

33）［P］“adlocumsanctimartiris．”すなわちナシユノシノTrzemesznoへ。  

34）［P］約十六キログラム。  

35）［p］一一一三年四月六【」。  

36）［p］この城攻めは、－・－－・一二年の秋に行われた。  

37）［P］中世の理論は、歴史家に事件をそれが生起した順番に、すなわち主題に即した  
形でなく年代的に什二確に述べることを要求した。  
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第二十六章 ポモジャ人はポーランド人にナクウォ  

の城を引き渡した  

すでに述べたように、ナクウォの城をめぐって、大きな戦が行われ1）、それ  

以来、この城は、つねにポーランド人に損害と災難を与えつづけてきたが、  

ボレスワフは、自分の縁者のシフイエントポウクという名のポモジャ人が2）、  

以下のような忠誠の約束の下に、他の若十の城とともにこのナクウオの城を  

保有することを認めた。その約束というのは、いかなる理由があろうと、ボ  

レスワフに対して決して自分の奉仕義務を忘れず、城の守りを放棄してはな  

らないというものであった。しかしその後、彼は誓った忠誠義務を守らず、  

約束した奉仕義務を履行せず、来訪したポーーランド人に城の門を開かなかっ  

た。それはあたかも二心ある敵や裏切者が、力と武器で自分と自分達の味方  

を守るかのような態度であった。そこで北の公ボレスワフは激しく怒り、歴  

戟の強者ぞろいの部隊を召集し、受けた恥辱に報いんとして、攻め難く堅固  

な城ナクウォを包囲した。そしてその地に、聖ミカエルの祭日から主の生誕  

の日まで対陣し3）、毎日激しく城を攻めたてた。しかしこれらの労苦は全く無  

駄骨に終った。というのは、水と沼の多いこの地の湿った土地柄は、攻城機  

や武具を運び入れるのを許さなかったからである。さらに、この城には共力  

においても物資においても非常に堅固な備えがあり、武器で攻めても、また  

兵糧攻めにしても、一年ではこの城を落とすことができなかったであろう。  

ボレスワフ自身もその場で矢に当って傷を負ったので、自ら復讐を果そうと  

して、激しい怒りに我を忘れて攻撃した。それゆえシフイエントポウクは、  

ボレスワフの友や彼と親しい人物を介して、和睦か何らかの協定を常に探り  

つづけ、彼らに多くの金銭と人質を差し出した。ボレスワフはこれらの点を  

考慮して城の包囲を解き、再び戻ってくるための、また自ら蒙った恥を雪ぐ  

ための好機を待つことにして国に帰った。そして金の一部とシフイエントポ  

79  

七  

九 ウクの長子を人質として連れ去った4）。  

さて、次の年5）、シフイエントポウクが決められた約束も、結ばれた協定を  

も遵守せず、また自分の息子の危険を思わず、定められた会見の場に赴くこ  

とも、釈明の理由書を送ることも考えなかったので、ボレスワ7は自分の軍  

勢を召集して、不実な敵をある程度まで鉄の杖で打った6）。しかしそれは完膚  
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なきまでという程ではなかった。ボレスワフがポモジュの国境に到着した時、  

そこに多くの軍勢を率いてきた他の君僕達は誰も皆、恐れを抱いて戦をため  

らっていた。そこでボレスワフは軍勢をそこに残し、選り抜かれた騎士を率  

いて前進し、ヴイシュグラドという砦7）の者達が、戟を予想して砦の前面を固  

めてしまわないうちにこの砦を急襲しようと企てた。さて軍勢は、一つの川  

に到ったが）、この川は、ヴィスワ川と合流し、二つの川の三角地点にあるこ  

の砦を反対の側からも軍勢から隔てていた。一方において、軍勢はすばやく  

この川をつぎつぎに泳ぎ渡ったが、他方においても、マゾフシュやその他の  

兵士達は船でヴイスワ川を渡った。このような状況の下では、不案内のため  

多くの損害が同士討ちによって生じたが、それは、この砦の八日間にわたる  

攻囲戟において敵から受けた損害を上回るものであった。最後に、全軍が砦  

の回りに結集し、砦を攻め落すための様々な攻城機を用意した時、柴の者は、  

敵に対するボレスワフの厳しい意志を恐れて、身の安全の保証を得たうえで  

砦を引き渡し、このようにしてボレスワフの攻撃と自らの死を回避した。こ  

うしてボレスワフは八日間でこの柴を－㌔領したが、次の八日間で、この砦を  

自分の手の内に確保しておくためにそこに留まり、砦の守りを固めた。しか  

しボレスワフは守備隊をその砦に残して、自らはさらに前進し、又別の柴を  

包囲した9）。   

しかしながら、ボレスワフは、前よりも多くの労苦と前よりも長い時間を  

かけてこの砦を攻め落した。というのは、ボレスワフほ、この砦を急襲した  

時、この砦には、前よりも多くの兵士がいて、しかも兵士の力も前よりも屈  

強であり、防備も前よりも堅固であることを知ったからである。そこでポー  

ランド人が攻城機や種々の武具を用意すると、ポモジャ人も同様に、反撃の  

ためのあらゆる種類の道具を作った。ポーランド人が、木の櫓を砦の近くに  

まっすぐに、また滑らかに寄せるために、〈ぼ地を平らにし、土や木材を運  

び込むと、ポモジャ人は獣脂と松やにを用意して、積み上げられた木材を少  

しづつ焼やした。砦の者は、ひそかに三度城壁から出て、すべての城攻めの  

道具を焼き払った。ポーランド人も三度、それらを建てなおした。このよう  

にボレスワフの陣営の木の櫓が砦の近くに立ったので、砦の兵士達は、小さ  

な杭、武器、火を放って応戦した。ポーランド人が砦を武器、火、石で攻め  

たてると、砦の老も同様にあらゆる方法で逆撃した。砦の老は、ポーランド  
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人の多くの者を矢やポで傷つけたが、ポーランド人は日々砦の者をさらに多  

く打ち殺した。そこで異教徒は、戦の場で捕えられた時には死を覚悟し、肯  

を差し出して怯儒のうちに死ぬよりも、名誉のうちに砦を守って倒れた方が  

よいと考えた。しかしながら、彼らは、ある時にはボレスワフと和平を結び、  

砦を引き渡そうとも考えた。が、またある時には、休戦を請うか、あるいは  

援軍を待って、柴の引き渡しの決定を先に延ばした。その間、ポーランド人  

は決して休まず、決して無為に流れず、労苦と夜番によって疲れてはいたが、  

持ち場を退かず、柴を力づくで、あるいは策略で攻め落とそうと力をノヰした】0）。  

こうして、ポモジャ人は、結局、ボレスワフの決意を知り、砦を引き渡す以  

外にはボレスワフの手を逃れることはできないと悟った。また自分達の君主  

であるシフイェントポウクからいかなる援肋も得られないのではないか、と  

思って大きな疑惑に陥った。このような事情の下に、双方にとって時宜にか  

なった協定が結ばれた11）。砦の者は生命の安全を約束されて砦を明け渡し、自  

らも無事にすべてのものを持って無傷のままに、好む方向に立ち去っていっ  

た12）。  

［年代記の記述はここで終っている。］  

C6）POMORANITRADIDERUNT  

CASTRUM NAKEL POLONIS   

Igitur castrum Nakel，ubipreliumi】1ud fuisse maximum superius  

memoraturl）；et unde dampnum semper Polonislaborque continuus  

generatur，；Bolezlauus cuidam Pomorano，；genere sibipropinquo，‡  

SuatopoIc2）vocabulo，；concesserat cum aliis caste11is pluribus sub tali  

fidelitatiscondicioneretinere，：quOdnunquamdebereteisuumservitium  

Velcaste11a，CauSaPrOqualibet，prOhibere．；Sedposteanumquamiuratam  

Sibifidelitatem retinuit，：neque promissam servitutem exhibuit，；neque  

Venientibus portas castellorum aperuit，；ymmo sicut perfidus hostis et  

traditor viribus et armis sua seseque prohibuit．；§Unde Bolezlaus dux  

Septentrionalisadiracundiam concitatus，三convocatisbellatorumcohoト  

tibus，CaStrum Nakelfortissimum obsedit，Suam Vindicare contumeliam  
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meditatus．：Ibique de festo sanctiMichaelis ad Nativitatem usque  

dominicam3）sedens；etin bello contra castrum cottidie studiosus  

incedens，；1aborem suuminvanumpenitusexpendebat，；quia humidum  

perlocum，；aquosumetpaludosum；machinasetinstrumentaducerenon  

Sinebat．；Insupercastellumeratetvirisetrebusnecessariissicfirmatum，  

：quOdnonessetarmisvelnecessitatereicuiuslibetperannumcontinuum  

expugnatum；§IpsequoqueBolezlauus，Cumibifueritsagittatus，；adse  

vindicandum est maiorisire stimulis agitatus；Unde SuatopoIc pacem  

SemperVelpactumaliquodperamicosetfami1iaresBolezlauirequirebat  

；et pecuniamillimagnamcum obsidibus offerebat．；Quibusrebus per－  

pensis，Bolezlauus obsessionem dimisit，；redeundi，；suamque  

COntumeliam vindicandi；tempus ydoneum expectando remeavit，；par－  

temque pecunie secum obsidemque filiumlpSluS prlmOgenitum4）  

卑SpOrtaVit．；Itemannosequenti5）cumipseSuatopoIcnequefidemdatam  

；neque paccionem factam；observaret，；neque de periculo filii  

COgitaret，；nec ad colloquium cum Bolezlauo constitutum venire，；vel  

CauSam eXCuSaCionis mittere：prOCuraret，：suum Bolezlauus exercitum  

COngregaVit，；hostemqueperfidumaliquantuluminvlrgaferrea6）sednon  

plenarie，Visitavit．；Quicum ad confinium Pomoranie pervenisset，；ubi  

quilibetprinceps alius cum tota multitudine timuisset，：exercitu relicto  

Cum electis militibusin antea properavit；et castellum Wysegrad7）  

impetuose capere，CaStellanis non premeditantibus，neC premunitis，  

cogitavit∴§Ubiveroventumestadfluvium8）quiiunctusWisleflumini，  

CaStellumilludinangulositumfluviorumabeisexalterapartedividebat，  

；aliifluviumillum cursim，alius ante alium，tranSnatabant…aliivere  

Mazouiensium per Wislam fluvium navlglO Veniebant．：Sicque contigit  

ignoranterin bello dampnum fieriplus civili，：quam VIIIdiebus  

expugnandocastrumilludassultu‡fueratexhostili．；§Exercitutandem  

toto；circa castrum congregato，；iamque diversoruminstrumentorum  

apparatuoppidiexpugnandipreparato∴oppidanipertinaceminhostes 圭  
ノ＼  

Obstinanciam Bolezlauimetuentes，reCepta fide dedicionem fecerunt，；  

SicquemanusBolezlauimortemqueevaserunt．；IlludverocastrumBolez－  

lauus VIIIdiebus acquisivit，…ⅤⅠⅠIque diebus aliis sibiretinendum，ibi  

residens，premunivit；；ibiderelictispresidiis，indeprogrediens，Obsidione  

CaStrum aliud9）circuivit．；Illud namque castrum cum maiorilabore；  
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prolixiorique dilatione Bolezlauus expugnavit，；qula plureset forciores  

ibipugnatoreslocumquemunicioremassultubellico exprobavit∴§Par－  

atisigitur a Polonisinstrumentis ac machinationibus expugnandi，；  

Pomoranisimi1iterinstrumenta modis omnibus repugnandi；（fecerunt）．  

三§Polonifoveasequant，；terramlignaquecomportant，；quolevius ac  

planius ad castrum cum turribusligneis accedant；；Pomoranicontra  

lardumlignaque picea parant，：quibus paulatim congeriemillam  

comburant．；Tribus enim castellanivicibusinstrumenta omnia de muro  

descendentesfurtivecombusserunt，；tribusquevicibusiterumillaPoloni  

construxerunt．；§Ita nempe turreslignee Bolezlauicastello vicine  

Stabant，；quod castellanide propugnaculicuneis armis etignibus  

repugnabant．；§Siquandoque Polonicastellum armis，igne，1apidibus，  

Sagittisinpetebant，；castellanisimilitermodisomnibusvicemcontrariam  

rependebant；De Polonis multos castellanisagittis etlapidibus  

Vulnerabant．；de castellanis vero Poloniplures cottidie permebant．；  

Erantenimpaganidemortesecuri，Sivirtutebellicacaperentur∴etideo  

malebant，utCumfamasedefendentes，：quamcollumextendentes，；cum  

lgnaVia morerentur．；Interdum tamen cum Bolezlauo pactum facere；  

castrumquereddere‡cogitabant，；interdumindutiaspetentes，；velaux－  

iliumexpectantes，…illudconsiliumdifferebant．；lntereaPoloninunquam  

ociosi，；nunquam desidiosi；totlaboribus et vigi1iis fatigati（non）  

desistebant，；sed castrum capere（vi）velinsidiisinsistebant．10）；§  

Pomoraniverotalem Bolezlauimentemetintencionem cognoscebant，；  

quodnullatenusevaderemanusipsius，nisicastroreddito，preValebant，；  

et ex hoc quam maxime diffidebant，；quia de SuatopoIc，SuO domino，  

nullum auxilium expectabant．…Unde pro tempore consilium partibus  

utriquell）satis ydoneuminierunt，三castellum videlicet fide recepta  

tradiderunt，；ipsique sanicum suis omnibusincolumes，quO Sibilibuit，  

abierunt12）；  

1）［P］第三巻第一章参照。   
2）［p］すでに第二巻第二十九章に登場する、ピアスト家の縁者のポモジャ人シフイエ  

ントポールとは別の人物。おそらくシフイエントポウクは、この人物の縁者か、ある  
いは近親黄であろう。第二巻第二十九章の、「シフイエントポールの一族は、ポーーラ  
ンドの君主に対して忠実ではなかった」という文章は、このシフイエントポウクに関  
係しているかもしれない。ポーランドの年報（『聖十字架年報』）によれば、このシフ  
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イエントポウクは一一二二年に戦死した。  

3）［p］一一－）一二年の九月二九日から同年十二月二五日まで。  

4）［p］シフイエントポウクの長子の名前は知られていない。若干の人々は、一一三五  

年に殺害されたヴァルナスワフWarcislawを想定している。  

5）［p］一一一三年。おそら〈晩春の、前章で描かれた巡礼が終った頃（四月）。  

6）［p］Psalm，2－9．“pasceseosinvirgaferreautvasfigulicontereseos．”『詩編』  

ニー九「お前は鉄の杖で彼らを治め、陶二上が器を砕〈ように砕く」。  

7）［P］ヴィスワ川沿いの今日のヴショグルッドWyszogr6d。  

8）［M］ブルダ川Brda。ヴィショグルッドの近〈でヴィスワ）IIに注ぐ。Sa】lust，Bellum   

lEqudhinum，911．“Deniquesextodie，Cumadflumenventumest．”サルステイ  

ウス『ユグルタ戦記』九－一，・・・，一「六日目に川に到った時」。  

9）［P］“castruma】iud”「‾別の砦」－おそら〈ナクウォであろう。というのは、ボ  

レスワフは、前年に味わった失敗をとりかえすために、一一一二年に出征しているか  

らである。ポーランドの諸々の年報も、－－一一一－・三年のナクウォの占領を記している。  

10）［M］Sallust，BellumIugurthinum，7pl．“nequepervimnequeinsidiis”サルステ  

イウス『ユグルタ戦記』ムーー「力によっても策略によっても」。  

11）［M］Caesar，deBello Gallico，V8．“consiliumprotemporeetprore”「時宜に  

かない、状況に応じた計画」。  

12）［M］これが我々に残された年代記の最後の部分である。しかし第二十六章は、最終  

章として善かれたのではなく、また縮められて最終章になったものと考えるべきでも  

ない。というのは、ナクウォの砦の■〔領の叙述が残されているからである。おそら〈  

この作品の全体は四つの福音書と同様に四つの巻から構成されるはずであったと思わ  

れる。しかしカドゥペックは、彼の生きていた時代に、第四巻が存在していなかった  

ことの証人である。実際、かルが扱うこの同じ時期の記述に関して、カドゥペックの  

記述は著しい範囲において小断しているからである。一一一－一三年七月のボヘミア公ソ  

ビュスワフのポーランド訪問について、我が年代記は何も語っていないという点から  

みて、この年代記が書き記したすべての事柄はこの時点以前の出来事であったと思わ  

れる。  

（一九九八年八月五日 稿了）  
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